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昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2141号令和元年（2019年）

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【マルチ・ドライバーで時短と賃金を両立】…３
面／タイヤケアホントの話【「タイヤの持ちが2倍になって分かったこと」】…５面／食の新
旧街道を行く【「郷土の味⑧」ししゃものにぎり寿司】…７面

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

105
（＋7）

41
（−3）

21
（−4）

4
（−1）

171
（−1）

交通事故死者数（人）

9月30日現在 10月30日現在

2,218
（−240）

2,518
（−266）

全国の死亡
事故件数

2,160
（−242）

令和元年9月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和元年7月 105.12 95.70 103.47
令和元年8月 103.82 94.03 100.97 
令和元年9月 102.70 94.02 101.34

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで（会員の購読料は会費に含みます）

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp
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10
月
12
日
19
時
前
に
大
型
で
強
い
勢
力

で
伊
豆
半
島
に
上
陸
後
︑
関
東
地
方
を
通

過
し
て
翌
13
日
未
明
に
東
北
地
方
の
東
海

上
に
抜
け
た
台
風
19
号
︒
静
岡
県
や
新
潟

県
︑
関
東
甲
信
地
方
︑
東
北
地
方
な
ど
広

い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
︑
各
所

で
河
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
︑
東
日
本
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
同
13
日
午

前
８
時
40
分
に
︑
坂
本
克
己
会
長
を
本
部

長
と
す
る
﹁
災
害
対
策
本
部
﹂
を
設
置
︒

国
や
指
定
公
共
機
関
と
な
っ
て
い
る
運
送

事
業
者
大
手
５
社
︑
ま
た
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
と
連
携
し
︑
緊
急
物
資

輸
送
を
実
施
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
挙

げ
て
︑﹁
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
﹂
と

し
て
の
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
（
関

連
７
面
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
24
日
︑
福
岡
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会（
眞
鍋
博
俊
会
長
）︑

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連

合
会
（
吉
野
雅
山
会
長
）
と

と
も
に
︑
麻
生
太
郎
外
務
大

臣
に
対
し
て
︑
税
制
改
正
・

予
算
に
関
す
る
要
望
を
行
っ

た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克
己

会
長
︑
浅
井
隆
副
会
長
（
税

制
委
員
長
）︑
桝
野
龍
二
理

事
長
が
出
席
︒
ま
た
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
事
業
政
治
連
盟

か
ら
は
小
幡
鋹
伸
会
長
が
出

席
︒
①
大
口
・
多
頻
度
割
引

50
％
枠
の
堅
持
等
高
速
道
路

料
金
の
更
な
る
引
下
げ
︑
②

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
の
是
正
等
の
働

き
方
改
革
を
進
め
︑
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

昨
年
12
月
︑
議
員
立
法
に
よ

り
︑
①
規
制
の
適
正
化
︑
②

道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
諸
施
策
の
実
現
︑
③
働

き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸

対
策
の
推
進
︑
④
自
動
車
関

係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減
の

実
現
︱
︱
と
い
っ
た
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最
重

点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
︒

事
業
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項

の
明
確
化
︑
③
荷
主
対
策
の

深
度
化
︑
④
標
準
的
な
運
賃

の
告
示
制
度
の
導
入
︱
︱
を

内
容
と
す
る
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
改
正
が
行
わ
れ

た
︒

　

今
年
７
月
１
日
に
③
の
荷

主
関
連
部
分
が
施
行
さ
れ
た

の
に
続
き
︑
①
﹁
規
制
の
適

正
化
﹂
と
②
﹁
事
業
者
が
遵

守
す
べ
き
事
項
の
明
確
化
﹂

に
つ
い
て
︑
11
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
︒

　

主
な
改
正
内
容
は
表
の

通
り
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
改
正
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
次
号
（
11
月

15
日
号
）の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
掲
載
す
る
予
定
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協

で
は
事
業
法
の
改

正
ポ
イ
ン
ト
を
分

か
り
や
す
く
ま
と

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
︑

近
日
中
に
全
ト
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
な
ど
︑

改
正
内
容
の
周
知

徹
底
を
図
る
と
と

も
に
︑
④
﹁
標
準

的
な
運
賃
の
告
示

制
度
の
導
入
﹂
の

早
期
施
行
に
向
け

て
︑
国
土
交
通
省

と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
︒

　

関
東
地
方
を
縦
断
し
東
北

地
方
の
東
海
上
に
抜
け
た
大

型
の
台
風
19
号
に
よ
り
︑
各

地
の
河
川
で
は
１
４
０
か
所

の
堤
防
が
決
壊
し
た
ほ
か
︑

土
石
流
や
地
す
べ
り
等
の
土

砂
災
害
が
７
４
８
件
発
生
︒

ま
た
︑
電
気
や
水
道
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
各
所
で
断

絶
し
た
ほ
か
︑
交
通
網
も
寸

断
す
る
な
ど
︑
各
地
で
甚
大

な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
︒
こ

れ
に
よ
り
︑
東
北
地
方
や
関

東
地
方
︑
ま
た
長
野
県
な
ど

で
91
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る

（
デ
ー
タ
は
全
て
内
閣
府
発

表
に
よ
る
︒
10
月
31
日
現

在
）︒
な
お
︑
同
29
日
に
開

か
れ
た
閣
議
で
︑
台
風
19
号

は
﹁
激
甚
災
害
﹂
に
指
定
さ

れ
た
︒

　

13
日
午
前
︑
政
府
は
非
常

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
︑

緊
急
物
資
輸
送
に
関
し
て

﹁
プ
ッ
シ
ュ
型
の
被
災
者
支

援
に
よ
り
︑
避
難
所
の
生
活

環
境
整
備
や
避
難
者
の
生
活

必
需
品
の
確
保
に
努
め
る
﹂

方
針
が
決
定
さ
れ
た
︒
そ
れ

を
受
け
︑
政
府
で
は
茨
城
・

福
島
・
宮
城
・
埼
玉
・
長
野

・
栃
木
の
６
県
を
対
象
に
︑

避
難
所
生
活
用
品
を
中
心
と

し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
物
資
輸
送

を
計
画
し
た
︒

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
応

し
︑
全
ト
協
で
は
13
日
午
前

８
時
40
分
︑
坂
本
会
長
を
本

部
長
と
す
る
﹁
災
害
対
策
本

部
﹂
を
設
置
︒
国
と
の
緊
急

連
絡
体
制
を
確
保
す
る
と
と

も
に
︑
指
定
公
共
機
関
と
な

っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
大
手
５
社
（
佐
川
急
便

㈱
︑
西
濃
運
輸
㈱
︑
日
本
通

運
㈱
︑
福
山
通
運
㈱
︑
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
）
と
連
携
し
た
緊

急
物
資
輸
送
体
制
を
整
備
し

た
︒
ま
た
︑
指
定
公
共
機
関

大
手
５
社
で
対
応
で
き
な
い

輸
送
に
関
し
て
は
︑
都
道
府

県
ト
協
の
会
員
事
業
者
の
協

力
を
得
て
︑
被
災
地
域
の
物

資
拠
点
へ
の
緊
急
物
資
輸
送

を
迅
速
に
展
開
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
国
か
ら
の

緊
急
物
資
輸
送
要
請
に
対
応

し
︑
同
14
日
よ
り
緊
急
物
資

輸
送
を
実
施
︒
食
料
品
や
給

水
袋
︑
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
︑

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
物
資

を
被
災
地
域
の
物
資
拠
点
等

に
39
件
（
50
台
）
の
輸
送
を

完
了
（
10
月
29
日
現
在
）
し

て
い
る
︒

　

台
風
19
号
に
よ
っ
て
︑
今

も
な
お
３
５
４
９
人
の
住
民

が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
︑
同
24
日
か
ら
26
日
に

か
け
て
は
︑
台
風
21
号
か
ら

湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん
だ

影
響
で
︑
千
葉
県
や
福
島
県

な
ど
で
記
録
的
な
大
雨
を
観

測
し
︑
新
た
な
被
害
も
発
生

し
て
い
る
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
被
災
し
た

住
民
の
生
活
を
守
る
べ
く
︑

引
き
続
き
緊
急
物
資
輸
送
を

実
施
し
て
い
く
︒

日貨協連からも吉野会長（左から2人目）、中川副会長（左端）が出席し、
要望書を手渡した

麻生財務大臣（右から4人目）に対し要望を行った坂本会長（同3人目）。福
岡県トラック協会からも三村副会長（同5人目）らが出席し、要望書を手渡
した

全日本トラック協会は10月13日8時40分に災害対策本部を設置した

政
府
や
自
治
体
か
ら
の
要
請
に
応
え
、
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
や
物
資
拠
点
か
ら
の
輸
送
が
展
開
さ
れ
た

表　11 月 1日に施行された改正貨物自動車運送事業法の内容
1規制の適正化
　⑴欠格期間の延長等
　法令に違反した者等の参入の厳格化
・欠格期間の延長（2年⇒ 5年）
・処分逃れのため自主廃業を行った者の参入制限
・�密接関係者  （親会社等）が許可の取消処分を受けた者の参入制限  等
⑵許可の際の基準の明確化
　以下について、適切な計画・能力を有する旨を要件として明確化
・安全性確保（車両の点検・整備の確実な実施等）
・事業の継続遂行のための計画（十分な広さの車庫等）
・事業の継続遂行のための経済的基礎（資金）　等
⑶約款の認可基準の明確化
荷待時間、追加的な附帯業務等の見える化を図り、対価を伴わない役務
の発生を防ぐために基準を明確化
　　　→原則として運賃と料金とを分別して収受
　　　　　　＝「運賃」：運送の対価　「料金」：運送以外のサービス等

2事業者が遵守すべき事項の明確化（許可後、継続的なルール遵守）
⑴輸送の安全に係る義務の明確化
　　事業用自動車の定期的な点検・整備の実施　等
⑵事業の適確な遂行のための遵守義務の新設
・車庫の整備・管理
・健康保険法等により納付義務を負う保険料等の納付

被
災
地
へ
総
力
を
挙
げ

プ
ッ
シ
ュ
型
物
資
輸
送
を
実
施

河
川
氾
濫
な
ど
東
日
本
に
甚
大
な
被
害

「
規
制
適
正
化
・
遵
守
事
項
の
明
確
化
」

11
月
１
日
か
ら
施
行

麻
生
太
郎
財
務
大
臣
に
対
し
て

税
制
改
正
・
予
算
に
関
す
る
要
望
を
実
施

改
正
事
業
法
の
円
滑
な
施
行
に
向
け
て

全
ト
協

台
風
19
号

全
ト
協緊急物資輸送を迅速に展開



（2）第2141号（第3種郵便物認可）令和元年（2019年）11月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　あなたは配送のため、前方のコンビニの駐車場に左折して入ろう
としています。駐車場には右の合図を出して発進しようとしている
車がいます。この場面にはどのような危険がありますか。また、危険
を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

状 

況

〔第 116回〕「コンビニ駐車場への左折」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～警音器編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�標識等で警音器の使用が定められている場所以外では、危
険を避けるためのやむを得ない場合を除いて、警音器を使
用してはならない。（ ○・× ）

❷	�「警笛鳴らせ」の標識があるところでは、必要に応じて警
音器を使用する。（○・× ）

❸	�対向車と正面衝突のおそれが生じたときは、警音器とブレ
ーキを交互に使い、できる限り左側によける。（ ○・× ）

❹	�霧のときは、危険防止のために必要に応じて警音器を使用
する。（ ○・× ）

❺	�山地部の道路その他曲折が多い道路について道路標識等
により指定された区間で、左右の見とおしのきかない交差
点、見とおしのきかない道路のまがりかど又は見とおしの
きかない上り坂の頂上を通行しようとするときは、警音器
を使用する。（ ○・× ）

（解答は７面）

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
︑

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話

会
（
北
側
一
雄
会
長
）
に
出

席
し
︑﹁
令
和
２
年
度
税
制

改
正
・
予
算
要
望
書
﹂
を
手

渡
す
と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要

望
事
項
に
関
す
る
説
明
を
行

っ
た
︒

　

同
会
に
は
︑
北
側
一
雄
懇

話
会
会
長
︑
斉
藤
鉄
夫
懇
話

会
副
会
長
を
は
じ
め
多
数
の

国
会
議
員
が
出
席
し
た
ほ

か
︑
全
ト
協
か
ら
は
坂
本
克

結
城
青
年
部
会
長
が　
　

　
　
　
　
　
ラ
ジ
オ
出
演

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト

　

10
月
18
日
㈮
放
送
の
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
提
供
ラ
ジ

オ
番
組
﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・

リ
ク
エ
ス
ト
﹄（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ

オ
系
列
全
国
33
局
ネ
ッ
ト
）

に
︑
結
城
賢
進
全
ト
協
青
年

部
会
長
が
出
演
し
た
︒

　

放
送
で
は
︑
青
年
部
会
の

取
り
組
み
や
今
後
の
抱
負
な

ど
に
つ
い
て
説
明
︒
結
城
部

会
長
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

己
会
長
と
浅
井
隆
副
会
長
︑

ま
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
事
業

政
治
連
盟
か
ら
は
小
幡
鋹
伸

会
長
が
出
席
し
た
︒

　

冒
頭
︑
北
側
懇
話
会
会
長

が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

皆
様
の
要
望
事
項
を
し
っ
か

り
お
聞
き
し
︑
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
︒
坂
本
会
長
が

﹁
業
界
か
ら
の
要
望
の
実
現

に
向
け
て
︑
皆
様
方
か
ら
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
﹂

と
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
︑

浅
井
副
会
長
と
桝
野
龍
二
全

様
が
主
役
と
な
る
物
流
の
未

来
を
形
に
す
べ
く
︑
魅
力
と

活
力
の
あ
る
業
界
に
し
て
い

き
た
い
﹂と
力
強
く
述
べ
た
︒

ト
協
理
事
長
が
︑
①
大
口
・

多
頻
度
割
引
50
％
枠
の
堅
持

等
高
速
道
路
料
金
の
更
な
る

引
下
げ
︑
②
道
路
の
積
極
的

な
活
用
に
向
け
た
諸
施
策
の

実
現
︑
③
働
き
方
改
革
実
現

の
た
め
の
諸
対
策
の
推
進
︑

④
自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素

化
・
軽
減
の
実
現
︱
︱
と
い

っ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
の
最
重
点
要
望
事
項
に
つ

い
て
説
明
︒
そ
れ
を
受
け
︑

公
明
党
国
会
議
員
と
の
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
︒

「
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
」

　
　
　

 
追
加
公
募
を
実
施

令
和
元
年
度
中
央
近
代
化
基
金

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
第
43
回
中
央
近
代
化
基

金
融
資
の
う
ち
﹁
燃
料
費
対

策
特
別
融
資
﹂
の
追
加
公
募

を
︑
11
月
18
日
か
ら
令
和
２

年
１
月
31
日
ま
で
実
施
す
る

ー
ジ
に
掲
載
の
公
募
要
綱
を

参
照
の
こ
と
︒
問
い
合
わ
せ

は
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
ま
た
は
全
ト
協
経
営
改

善
事
業
部
（
☎
03
・
３
３
５

４
・
１
０
５
６
）
ま
で
︒

過
労
死
等
防
止
対
策
強
化
へ

『
睡
眠
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
作
成

第
12
回
労
働
安
全
・

衛
生
委
員
会

　

10
月
15
日
︑
第
12
回
﹁
労

働
安
全
・
衛
生
委
員
会
﹂
が

開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
に
行
わ
れ
た
役
員
選

任
で
は
︑
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
で
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
の
寺
岡
洋
一

氏
を
新
委
員
長
に
選
任
︒
ま

た
︑
人
事
異
動
に
伴
う
変
更

と
し
て
︑
日
本
通
運
㈱
の
井

関
英
也
安
全
衛
生
推
進
部
長

を
新
副
委
員
長
に
選
任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
今
年
度
事
業

の
進
捗
状
況
と
し
て
︑
過
労

死
等
防
止
計
画
に
係
る
ア
ク

シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
・
各
種
指

標
の
ほ
か
︑
セ
ミ
ナ
ー
開
催

状
況
や
労
働
安
全
・
衛
生
関

係
助
成
事
業
︑
運
輸
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
の
申
し

込
み
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
︒

　

過
労
死
等
防
止
計
画
の
ア

ク
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
に
つ
い
て

は
︑﹃
安
全
運
転
・
健
康
運

転
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
睡
眠
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹄

（
Ａ
５
判
・
76
ペ
ー
ジ
）
を

新
た
に
作
成
︒
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
睡
眠
の
知
識
を﹁
実
践
編
﹂

と
﹁
知
識
編
﹂
に
分
け
て
記

載
し
︑
運
行
管
理
者
が
点
呼

の
睡
眠
チ
ェ
ッ
ク
時
に
着
目

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま

と
め
た
も
の
で
︑
都
道
府
県

ト
協
や
﹁
過
労
死
等
防
止
・

健
康
起
因
事
故
防
止
セ
ミ
ナ

ー
﹂
受
講
者
に
対
し
て
配
布

す
る
ほ
か
︑
10
月
31
日
に
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

に
公
表
し
た
（
同
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）︒
そ

の
ほ
か
︑﹁
令
和
元
年
労
働

災
害
発
生
状
況（
速
報
）﹂や
︑

国
土
交
通
省
﹁
心
臓
疾
患
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂﹁
脳
Ｍ

Ｒ
Ｉ
モ
デ
ル
事
業
﹂
等
に
関

す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

な
お
︑
議
事
に
先
立
ち
︑

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

ト
㈱
の
冨
木
淳
氏
が
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
健
康

経
営
と
顕
彰
制
度
﹂
と
題
し

講
演
し
た
︒

車
輪
脱
落
事
故
多
発
時
期

を
前
に
対
策
を
強
化

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
折
込
と

ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
で
周
知
・
啓
発

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
の
防
止
啓
発
の
た
め
︑
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
写
真
①
）
を

作
成
し
今
号
の
﹃
広
報
と
ら

っ
く
﹄に
折
り
込
む
ほ
か
︑﹁
啓

発
用
ス
テ
ッ
カ
ー
﹂（
写
真
②
）

を
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
配
布
し
︑
会
員
事
業
者
へ

の
貼
付
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

に
つ
い
て
は
︑
発
生
件
数
が

年
々
増
加
し
︑
そ
の
約
７
割

が
11
月
～
３
月
の
間
に
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
全
ト

協
で
は
同
時
期
に
合
わ
せ
て

車
輪
の
日
常
点
検
を
徹
底
す

る
な
ど
対
策
を
強
化
︒

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
︑
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
分
析

デ
ー
タ
や
︑
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
を
防
ぐ
４
つ
の
ポ

イ
ン
ト
（
①
ホ
イ
ー
ル
・
ナ

ッ
ト
の
規
定
ト
ル
ク
で
の
確

実
な
締
め
付
け
︑
②
タ
イ
ヤ

交
換
後
︑
50
～
１
０
０
㌔
㍍

走
行
後
の
増
し
締
め
の
実

施
︑
③
日
常
（
運
行
前
）
点

検
に
お
け
る
確
認
︑
④
ホ
イ

ー
ル
に
適
合
し
た
ボ
ル
ト
お

よ
び
ナ
ッ
ト
の
使
用
︱
︱
を

周
知
・
啓
発
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
日
本
自

動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
作

成
の
チ
ラ
シ
﹁
落
ち
な
い
！

　

車
輪
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
０

（
ゼ
ロ
）
へ
﹂（
写
真
③
）
も

同
じ
く
今
号
に
折
り
込
む
︒

　

全
ト
協
と
自
工
会
の
連
名

で
作
成
さ
れ
た
啓
発
用
ス
テ

ッ
カ
ー
は
︑﹁
大
型
車
の
車
輪

脱
落
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
へ　

日
常
点
検
徹
底
中
﹂
の
コ
ピ

ー
が
記
さ
れ
た
も
の
︒
各
都

道
府
県
ト
協
に
配
布
し
︑
車

両
総
重
量
８
㌧
以
上
の
大
型

車
を
保
有
す
る
会
員
事
業
者

に
対
し
て
貼
付
を
呼
び
か
け

て
い
る
︒

（
11
月
1
日
〜
11
月
30
日
）

▽
11
月
11
日

・
令
和
元
年
度
第
２
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

▽
11
月
13
日

・
第
８
回
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
運
営
委
員
会

▽
11
月
14
日

・
第
２
回
総
務
委
員
会

（
表
）︒

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

や
融
資
条
件
の
詳
細
等
に
つ

い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

 表　 「燃料費対策特別融資」公募概要
公募推薦総枠 20億円

公募期間 令和元年11月 18日（月）～令和2年 1月 31日（金）

推薦対象者

都道府県トラック協会に加入している貨物自動車運送
事業者、その共同体およびその持株会社（傘下の貨物
自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）で
あって、商工組合中央金庫（商工中金）または商工中
金の代理店との取引資格があるもの（予定を含む）

対象事業

・「ポスト新長期規制適合車」または「平成 28年
排出ガス規制適合車」で、「平成 27年度燃費基
準」を達成した車両の導入に必要な資金

・自家用燃料供給施設整備に必要な資金

融資限度  ２千万円（都道府県ト協の限度額と別枠）

利子補給率 年 0.3%

推薦適否決定
通知予定日

（1回目）令和元年 12月 20日㈮
（2回目）令和 2年 1月 24日㈮
（3回目）令和 2年 2月 21日㈮結城青年部会長㊨とパーソナリティの宮崎瑠依

さん㊧

あいさつする坂本会長（10月24日、衆議院第一議員会館）

当日は北側懇話会会長をはじめ多くの公明党国会議員が出席した

第12回労働安全・衛生委員会（10月15日、
全ト協）

公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
議
員
懇
話
会
に

　
　  　
対
し
要
望
活
動
を
実
施

「
高
速
道
路
料
金
引
下
げ
」「
道
路
の
積
極

活
用
へ
の
施
策
実
現
」
な
ど
を
要
望
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

「認証基準」、「取組事例」、「出前説明会」など 詳細は

認証取得後8トン以上のトラックで3.2％の燃費向上、車両故障件数18.8％減少。
交通事故発生件数24.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2017年版より）環境改善にとどまらない効果。

講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。
※講習会開催日の約1か月前より参加者募集を開始する予定

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 場　所 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-3221-7636

九州運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

九州運輸局
交通政策部 環境・物流課
☎092-472-3154

11月12日（火）トラック
バス・タクシー

宮崎県トラック協会 総合研修会館 ２階研修室
宮崎県宮崎市恒久1-7-21

福岡県内

東北運輸局 ４階会議室
宮城県仙台市宮城野区鉄砲町1 仙台第４合同庁舎

9時30分～12時00分

13時30分～16時30分

13時30分～16時30分

―

東北運輸局

中部運輸局

九州運輸局

九州運輸局

トラック
バス・タクシー

トラック
バス・タクシー

倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運

トラック
バス・タクシー

倉庫・港湾運送
旅客船・内航海運

三重トラック会館 ２階 会議室
三重県津市桜橋三丁目53-1111月22日（金）

1月頃

―1月頃

11月13日（水）

11月  7日（木） 13時30分～16時30分

（略称：エコモ財団）

東京都千代田区五番町10番地五番町KUビル3階〒102-0076
http://www.ecomo.or.jp☎03-3221-7636

グリーン経営認証制度とは：

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/

グリーン経営は、国土交通省の「環境行動計画」の政策となっている環境マネジメントシステムです。そ
の認証制度は、グリーン経営推進マニュアルに基づき環境問題に取組む事業者（トラック、バス、タク
シー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運）を、当財団が第三者認証機関として認証登録するものです。

で 検 索グリーン経営

荷主企業や元請物流事業者が、協力会社向けに開催する社内講習会等
に当財団の担当者が出向き、グリーン経営について説明する取組です。

「出前説明会」受付中！

︻
解
説
︼
ご
質
問
の
よ
う
に
︑
す
で
に

労
基
法
に
よ
る
労
働
時
間
の
把
握
義

務
が
あ
る
の
に
︑
そ
こ
に
︑
労
働
安
全

衛
生
法
が
改
正
さ
れ
︑
さ
ら
に
新
た

な
労
働
時
間
の
把
握
義
務
が
追
加
さ

れ
た
こ
と
で
︑
実
務
上
︑
職
場
の
労
働

時
間
管
理
が
や
や
こ
し
く
な
っ
て
し
ま

Ａ�

労
基
法
と
安
衛
法
の
時
間

は
趣
旨
が
異
な
る
た
め
Ｏ
Ｋ

　

今
回
の
働
き
方
改
革
関
連
法
で
、

新
た
な
労
働
時
間
の
把
握
義
務
が

課
せ
ら
れ
、や
や
混
乱
し
て
い
ま
す
。

従
来
か
ら
の
労
働
基
準
法
に
よ
る
労

働
時
間
の
把
握
に
加
え
、
も
う
一
つ

別
の
労
働
時
間
管
理
が
必
要
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

残
業
代
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
や
っ
て
き
た
勤
怠
管
理
に
よ

る
実
働
ベ
ー
ス
の
計
算
方
式
の
ま
ま

で
か
ま
い
ま
せ
ん
か
。

 第191回 

残業代はこれまでの実
働計算のままでよいか

い
︑
担
当
者
の
一
部
に
い
ろ
い
ろ
な
混

乱
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　

そ
こ
で
︑
こ
の
問
題
を
若
干
整
理

し
ま
す
と
︑
今
回
の
働
き
方
改
革
関

連
法
で
事
業
主
に
課
せ
ら
れ
た
新
し

い
労
働
時
間
の
状
況
の
把
握
義
務
は
︑

長
時
間
労
働
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る

労
働
者
の
脳
・
心
臓
疾
患
︑
過
労
死
︑

あ
る
い
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な
ど

の
未
然
防
止
を
目
的
に
︑
安
衛
法
に

基
づ
く
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
の
確

実
な
実
施
を
目
指
し
て
行
わ
れ
た
改

正
で
あ
り
︑
そ
も
そ
も
労
基
法
に
基

づ
く
賃
金
支
払
い
の
た
め
の
労
働
時

間
の
把
握
義
務
と
は
趣
旨
が
ま
っ
た

く
異
な
る
も
の
で
す
︒

　

つ
ま
り
︑
労
基
法
の
労
働
時
間
把

握
義
務
は
賃
金
の
支
払
い
の
た
め
の

も
の
で
す
か
ら
︑
実
際
に
働
い
た
時

間
が
ど
う
だ
っ
た
か
が
問
題
に
な
り

ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑
例
え
ば
︑
あ

る
労
働
者
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
打
刻

が
午
後
の
７
時
と
な
っ
て
い
て
も
︑
実

は
６
時
半
に
仕
事
を
終
え
︑
あ
と
は

同
僚
と
雑
談
を
し
て
い
た
と
い
う
ケ

ー
ス
が
あ
り
得
ま
す
︒
ま
た
︑
パ
ソ
コ

ン
の
記
録
に
つ
い
て
も
ロ
グ
イ
ン
し
た

ま
ま
︑
仕
事
の
後
︑
同
様
に
皆
で
雑

談
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
︒
そ
う
し
ま
す
と
︑
こ
れ
ら

の
時
間
は
い
ず
れ
も
実
際
に
は
働
い
て

い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
︑
当
然
︑
労

働
時
間
と
は
な
り
ま
せ
ん
︒

　

こ
れ
に
対
し
︑
安
衛
法
の
方
は
︑

健
康
確
保
措
置
の
適
切
な
実
施
が
目

的
で
す
か
ら
︑
労
働
時
間
を
も
っ
と

幅
広
く
捉
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
︑

行
政
解
釈
（
平
成
30
年
12
月　

基
発

１
２
２
８
第
16
号
︑
平
成
31
年
３
月　

基
発
０
３
２
９
第
２
号
）
で
も
﹁
労
働

者
が
い
か
な
る
時
間
帯
に
ど
の
程
度

の
時
間
︑
労
務
を
提
供
し
得
る
状
態

に
あ
っ
た
か
を
把
握
す
る
も
の
﹂
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
そ
の
結
果
︑
実

労
働
時
間
で
は
な
く
︑
タ
イ
ム
カ
ー

ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
記
録
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ

ソ
コ
ン
の
記
録
に
よ
る
労
働
時
間
と

実
労
働
時
間
は
別
物
で
す
か
ら
︑
そ

の
扱
い
は
当
然
違
う
も
の
と
な
り
︑

安
衛
法
に
よ
る
労
働
時
間
の
把
握
は

タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
記
録
に

よ
り
行
い
︑
労
基
法
に
よ
る
労
働
時

間
や
残
業
時
間
の
把
握
は
勤
怠
管
理

な
ど
で
カ
ウ
ン
ト
し
た
実
労
働
時
間

で
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
そ

う
し
た
意
味
で
は
︑
労
働
時
間
の
二

重
管
理
と
な
っ
て
し
ま
い
︑
実
務
担
当

者
に
と
っ
て
煩
わ
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
︑
法
律
上
の
相
違
に
よ
る
も

の
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
前
記
行
政
解
釈

に
よ
れ
ば
︑
安
衛
法
に
よ
る
労
働
時

間
の
把
握
に
つ
い
て
も
︑
管
理
監
督
者

等
を
除
き
︑
賃
金
台
帳
（
労
基
法
第

１
０
８
条
）
に
記
入
し
た
労
働
時
間
数

（
労
基
法
施
行
規
則
第
54
条
第
１
項

第
５
号
）
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
︑
こ
れ
を

活
用
す
る
の
も
一
つ
で
す
︒

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

あ
る
中
小
事
業
者
を
訪
ね
た
︒

午
後
３
時
頃
か
ら
事
務
所
の
出
入

口
近
く
の
応
接
用
コ
ー
ナ
ー
で
社

長
に
取
材
し
て
い
る
と
︑
４
時
に

な
っ
た
ら
事
務
の
女
性
２
人
が﹁
お

先
に
失
礼
し
ま
す
﹂
と
あ
い
さ
つ

し
て
帰
っ
て
行
っ
た
︒
同
社
の
事

務
職
は
午
前
８
時
か
ら
の
勤
務

で
︑
拘
束
８
時
間
︑
実
労
働
７
時

間
の
た
め
︑
午
後
４
時
は
定
時
で

の
退
社
で
あ
る
︒

　

社
長
に
よ
る
と
﹁
始
業
時
間
が

午
前
９
時
で
も
８
時
で
も
︑
通
勤

時
間
帯
は
道
路
が
渋
滞
す
る
か
ら

家
を
出
る
時
間
は
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
﹂︒
夕
方
も
同
じ
で
︑
４
時

退
社
な
ら
道
路
が
混
雑
す
る
前
に

家
に
帰
れ
る
︒﹁
１
日
は
24
時
間

だ
が
︑
９
時
～
５
時
の
勤
務
よ
り

自
分
の
時
間
を
１
時
間
以
上
多
く

使
え
る
﹂
と
い
う
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
同
社
の
就
業
規

則
は
１
日
の
拘
束
時
間

が
８
時
間
で
︑
実
労
働

時
間
は
７
時
間
に
な
っ

て
い
る
︒
７
時
間
を
超

え
れ
ば
残
業
代
が
つ

く
︒
当
然
だ
が
ド
ラ
イ

バ
ー
も
同
じ
だ
︒
ま
た
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間

労
働
の
陰
に
隠
れ
て
︑

運
行
管
理
者
の
労
働
実

態
は
見
え
に
く
い
が
︑
同
社
で

は
運
行
管
理
者
も
７
時
間
労
働

で
あ
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー

が
19
人
で
︑
午
前
３
時
︑
４
時

な
ど
仕
事
に
合
わ
せ
た
出
社
時

間
に
し
て
い
る
︒
７
時
間
を
超

え
る
月
平
均
の

残
業
時
間
は
約

25
時
間
だ
︒
点

呼
者
は
午
前
３

時
前
に
来
る

が
︑
配
車
担
当

者
は
午
前
７
時

半
～
午
後
３
時

半
の
勤
務
に
な

っ
て
い
る
︒
午

前
７
時
半
以
降

は
配
車
担
当
者

が
点
呼
な
ど
も

行
う
が
︑
午
前

７
時
半
出
社
の

ド
ラ
イ
バ
ー
も

残
業
が
な
け
れ

ば
午
後
３
時
半

に
は
仕
事
が
終
わ
る
︒
現
場
従

業
員
の
休
日
は
シ
フ
ト
制
で
月

８
日
︒
有
給
休
暇
は
法
定
通
り

に
消
化
し
て
い
る
︒

　

同
社
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

と
し
て
は
労
働
時
間
が
短
い
︒

そ
こ
で
肝
心
な
の
が
賃
金
水
準

で
あ
る
︒
具
体
的
な
金
額
は
割
愛

す
る
が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
平
均
年

収
は
地
元
と
し
て
は
高
い
︒
厚
生

労
働
省
の
﹁
平
成
30
年
賃
金
構
造

基
本
統
計
調
査 

結
果
の
概
況
﹂

の
な
か
の
都
道
府
県
別
全
産
業
平

均
と
比
較
す
る
と
︑
残
業
代
な
ど

を
除
く
同
社
の
賃
金
の
方
が
︑
同

県
の
全
産
業
平
均
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
（
単
純
比
較
で
き
な
い
の

で
筆
者
試
算
に
よ
る
）︒

　

不
可
欠
な
の
は
原
資
の
確
保
で

あ
る
︒
収
入
を
生
み
出
す
の
は
ド

ラ
イ
バ
ー
で
︑
運
賃
収
入
が
ベ
ー

ス
だ
︒
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
マ

ル
チ
・
ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
で
あ
る
︒

同
社
の
仕
事
は
全
体
的
に
短
時
間

で
︑
例
え
ば
午
前
３
時
に
出
社
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
２
人
い
る
が
︑

冷
蔵
車
で
店
舗
配
送
を
し
て
午
前

８
時
～
９
時
に
は
戻
る
︒
２
回
転

目
は
午
前
11
時
ま
で
に
終
わ
る
横

持
ち
輸
送
の
ほ
か
︑
荷
主
の
セ
ン

タ
ー
作
業
や
︑
工
場
に
運
ん
だ
コ

ン
テ
ナ
の
デ
バ
ニ
ン
グ
を
手
伝
う

こ
と
も
あ
る
（
有
料
）︒
ま
た
︑ス

ポ
ッ
ト
の
短
時
間
の
運
送
依
頼
も

所
定
時
間
内
で
上
手
に
組
み
込
む
︒

　

こ
の
よ
う
に
﹁
何
で
も
で
き
る

ド
ラ
イ
バ
ー
﹂
が
時
短
と
賃
金
を

両
立
さ
せ
て
い
る
︒
自
社
の
実
情

に
応
じ
た
工
夫
だ
︒

第
242
回

マルチ・ドライバーで時短と賃金を両立

件
数
５
件
以
上
の
地
方
道
に

つ
い
て
は
︑
今
年
度
末
ま
で

の
電
子
デ
ー
タ
化
完
了
を
目

指
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
制
度
の
今
後
の

方
向
性
と
し
て
︑
入
口
重
視

（
事
前
審
査
）
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
走
行
の
確
認
重
視
へ

と
枠
組
み
の
転
換
を
図
る
こ

と
と
し
︑
①
自
動
審
査
の
拡

大
・
機
能
向
上
︑
②
新
た
な

制
度
の
創
設
に
よ
る
手
続
き

の
簡
素
化
・
国
へ
の
一
元
化
︑

③
事
業
者
に
よ
る
重
量
確
認

の
取
り
組
み
等
の
後
押
し
︑

④
取
締
り
の
強
化
等
に
よ
る

過
積
載
の
抑
止
︱
︱
を
掲

げ
︑
審
査
日
数
の
さ
ら
な
る

短
縮
に
向
け
て
取
り
組
む
方

向
性
を
示
し
た
︒

　

国
土
交
通
省
は
10
月
29

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会

道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会

第
20
回
物
流
小
委
員
会
（
委

員
長
・
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

経
済
学
部
教
授
）を
開
催
し
︑

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の

改
善
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

行
っ
た
︒

　

国
交
省
で
は
こ
れ
ま
で
︑

①
許
可
の
有
効
期
間
の
延

長
︑
②
変
更
申
請
に
お
け
る

審
査
の
簡
素
化
︑
③
重
要
物

流
道
路
に
お
け
る
特
車
許
可

不
要
区
間
の
導
入
︑
④
地
方

公
共
団
体
へ
の
支
援
︱
︱
な

ど
の
取
り
組
み
を
実
施
︒
併

せ
て
︑
現
在
約
７
割
に
留
ま

っ
て
い
る
地
方
道
の
電
子
デ

ー
タ
化
を
促
進
︒
年
間
申
請

特
車
通
行
許
可
審
査
日
数
の　
　

　
さ
ら
な
る
短
縮
に
向
け
て
議
論

第
20
回
物
流
小
委
員
会

　

な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
不
足
等
に
よ
る
車
両
大

型
化
の
進
展
に
伴
い
︑
平
成

26
年
度
に
比
べ
て
30
年
度
は

許
可
件
数
が
約
１
・
６
倍
と

増
加
し
て
い
る
︒
高
速
自
動

車
国
道
と
一
般
国
道
に
つ
い

て
は
︑
国
が
自
動
審
査
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
一
括
審
査
し
て

い
る
た
め
︑
令
和
元
年
８
月

の
平
均
審
査
日
数
は
８
・
５

日
に
留
ま
っ
て
い
る
一
方
︑
申

請
区
間
内
に
地
方
道
（
都
道

府
県
道
・
市
町
村
道
）
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

地
方
公
共
団
体
と
の
協
議
な

ど
を
要
す
る
こ
と
か
ら
︑
平

均
審
査
日
数
は
35
・
７
日
と

長
く
︑
物
流
に
と
っ
て
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

�

令
和
元
年
度
第
２
回
﹁
運

行
管
理
者
試
験
﹂
日
程
を

発
表

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

　
（
公
財
）
運
行
管
理
者
試

験
セ
ン
タ
ー
は
10
月
３
日
︑

令
和
元
年
度
第
２
回
﹁
運
行

管
理
者
試
験
﹂
の
試
験
日
程

お
よ
び
申
請
期
間
を
発
表
し

た
︒

　

試
験
実
施
日
は
令
和
２
年

３
月
１
日
㈰
で
︑
11
月
８
日

㈮
か
ら
申
請
受
付
を
開
始

し
︑申
請
期
限
は
次
の
通
り
︒

　

新
規
受
験
：
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
＝
12
月
10
日

㈫
︑
書
面
申
請
（
書
類
・
お

ま
か
せ
）
＝
12
月
４
日
㈬
︒

再
受
験
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
請
＝
12
月
10
日
㈫
︒

　

受
験
通
知
書
は
試
験
日
の

約
２
週
間
前
に
は
が
き
で
郵

送
さ
れ
︑
正
答
発
表
は
３
月

２
日
㈪
︑
合
格
発
表
は
３
月

31
日
㈫
を
予
定
し
て
い
る
︒

　

詳
細
・
問
い
合
わ
せ
は
︑

運
行
管
理
者
試
験
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
︒

令
和
元
年　
　
　
　
　
　

　
　
国
土
交
通
大
臣
表
彰

ト
ラ
ッ
ク
関
係
68
人
が
受
賞

　

国
土
交
通
省
は
10
月
31
日
︑

﹁
令
和
元
年
自
動
車
関
係
功

労
者
大
臣
表
彰
式
﹂
を
挙
行

し
た
︒

　

受
賞
者
数
は
２
０
７
人
で
︑

こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
関
係
は
68
人
が
受
賞
︒
赤

羽
一
嘉
国
土
交
通
大
臣
か
ら

受
領
代
表
の
嶋
田
康
子
氏

（
元
・
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
︑
日
の
出
運
輸
企

業
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）
へ

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
（
写

真
）︒
な
お
︑
表
彰
式
終
了

後
は
︑
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
で
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
主
催
の
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
た
︒

　

受
賞
者
は
次
の
各
氏
（
敬

称
略
）︒

︻
経
営
者
（
52
人
）︼

▽
中
村
潤
（
大
斗
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
社
長
）︑▽
山
岸
悠
治（
元

・
さ
く
ら
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）︑
▽
湯
野
信
一
（
旭
川
小

型
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
木

田
将
実
（
合
同
通
運
㈲
代
表
取

締
役
）︑
▽
福
原
裕
二
（
北
見
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
︑
湧
別

小
型
運
送
㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽

中
平
賢
正
（
岩
手
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
副
会
長
︑
十
久
輸
送
㈲
代

表
取
締
役
）︑
▽
岩
渕
吉
郎
（
一

関
糧
運
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）︑

▽
樋
口
義
弘
（
仙
台
中
央
運
送

㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
嶋
田
康
子

（
日
の
出
運
輸
企
業
㈱
代
表
取

締
役
会
長
）︑
▽
相
田
修
一
（
元

・
山
形
県
霊
柩
自
動
車
協
会
会

長
︑
㈲
相
田
仏
光
堂
代
表
取
締

役
）︑
▽
金
井
恵
子
（
㈱
共
運
代

表
取
締
役
）︑
▽
國
分
正
道
（
㈱

国
分
代
表
取
締
役
）︑
▽
田
口
精

一
（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
北
支

部
理
事
︑
田
口
運
送
㈱
取
締
役

会
長
）︑
▽
山
下
義
尚
（
東
京
都

ト
ラ
ッ
ク
協
会
足
立
支
部
副
支

部
長
︑
大
出
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
後
藤
裕
隆
（
三
鈴
運
送

㈲
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽
相
場

與
志
雄
（
元
・
㈱
ア
イ
テ
ッ
ク
代

表
取
締
役
）︑
▽
加
地
昭
俊
（
㈱

新
興
運
送
代
表
取
締
役
）︑
▽
佐

藤
今
朝
司
（
群
馬
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
吾
妻
支
部
支
部
長
︑
㈱
群

馬
グ
リ
ー
ン
配
送
代
表
取
締

役
）︑
▽
鹿
野
國
臣
（
群
馬
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
前
橋
支
部
副
支
部

長
︑
群
馬
ジ
カ
ハ
イ
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
）︑
▽
中
村
宣
明
（
東

日
本
産
業
輸
送
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
小
倉
邦
義
（
茨
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
古
河
支
部
支
部
長
︑

茨
城
流
通
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取

締
役
）︑
▽
田
村
昌
巳
（
茨
城
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
常
総
支
部
副
支

部
長
︑
や
ま
と
や
運
輸
㈲
代
表

取
締
役
）︑
▽
安
田
政
雄
（
安
田

運
送
㈲
代
表
取
締
役
）︑
▽
直
井

一
夫
（
㈱
直
井
運
送
代
表
取
締

役
社
長
）︑
▽
輿
石
博
文
（
㈱
輿

石
運
送
土
木
代
表
取
締
役
社

長
）︑
▽
松
本
武
司
（
新
潟
県
霊

柩
自
動
車
協
会
会
長
︑
㈲
見
附

霊
柩
公
社
代
表
取
締
役
）︑
▽
中

村
正
春
（
日
栄
運
送
㈱
代
表
取

締
役
会
長
）︑
▽
小
林
俊
二
（
㈱

小
林
運
輸
取
締
役
会
長
）︑
▽
田

口
利
壽
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
副
会
長
︑
東
海
西
濃
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
会
長
）︑
▽
齋
藤
靖

人
（
斎
藤
運
輸
㈱
代
表
取
締
役

会
長
）︑
▽
中
川
進
治
（
三
重
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
︑
北
進

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽

和
泉
定
治
（
和
泉
陸
運
㈲
代
表

取
締
役
社
長
）︑
▽
加
藤
久
夫

（
長
栄
運
送
㈱
代
表
取
締
役
会

長
）︑
▽
高
須
完
二
（
大
日
運
輸

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）︑
▽
坂
田

喜
信
（
元
・
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
北
大
阪
支
部
支
部
長
︑
岸

本
運
送
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）︑

▽
中
嶋
守
（
㈱
流
通
シ
ス
テ
ム

ナ
カ
ジ
マ
代
表
取
締
役
社
長
）︑

▽
山
本

（
元
・
滋
賀
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
理
事
︑
㈱
滋
賀
綜
合

輸
送
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）︑

▽
三
田
繁
盛
（
兵
庫
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
但
馬
支
部
副
支
部
長
︑

三
田
貨
物
運
送
㈱
代
表
取
締
役

社
長
）︑
▽
小
覀
幸
治
（
全
国

霊
柩
自
動
車
協
会
会
長
︑
元
・

㈱
公
益
社
代
表
取
締
役
会
長
）︑

▽
浮
田
照
義
（
み
つ
ぎ
産
業
㈱

代
表
取
締
役
）︑
▽
竹
本
昭
法

（
芸
北
急
送
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）︑
▽
中
口
文
久
（
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
鳥
取
㈱
取
締
役
会
長
）︑

▽
藤
森
元
則
（
岡
山
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
副
会
長
︑
藤
森
運
輸
㈱

代
表
取
締
役
）︑▽
西
邑
幸
一（
元

・
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
周
南

支
部
理
事
︑
大
福
運
送
㈱
代
表

取
締
役
）︑
▽
林
忠
幸
（
山
口
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
下
関
支
部
副
支

部
長
︑
日
興
運
輸
㈱
代
表
取
締

役
）︑
▽
久
保
和
夫
（
徳
島
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
理
事
︑
共
栄
運
送

㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
堀
口
栄
樹

（
丸
回
企
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）︑
▽
渡
邊
洋
光
（
甘
木
合
同

運
輸
㈱
代
表
取
締
役
）︑
▽
住
永

豊
武
（
熊
本
交
通
運
輸
㈱
代
表

取
締
役
会
長
）︑▽
松
木
喜
一（
松

木
運
輸
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）︑

▽
青
木
建
（
さ
く
ら
運
輸
㈱
代

表
取
締
役
会
長
）︑
▽
藤
田
五
夫

（
竜
王
運
輸
㈲
代
表
取
締
役
社

長
）

︻
運
転
者
（
16
人
）︼

▽
矢
作
良
一
（
山
一
運
輸
㈱
）︑

▽
遠
藤
均
（
北
斗
シ
ス
テ
ム
輸

送
㈱
）︑
▽
髙
橋
昭
光
（
稲
垣
倉

庫
運
輸
㈱
）︑
▽
杉
田
勝
男
（
前

橋
運
輸
㈱
）︑
▽
主
代
富
男
（
大

島
倉
庫
運
輸
㈲
）︑
▽
樋
口
忠
義

（
富
岳
通
運
㈱
）︑
▽
水
野
隆
政

（
カ
リ
ツ
ー
㈱
）︑
▽
園
部
五
三

（
日
本
郵
便
輸
送
㈱
）︑
▽
今
浦

美
鳥
（
㈱
小
林
運
輸
）︑
▽
吉
田

武
行
（
愛
知
車
輌
興
業
㈱
）︑
▽

柏
本
和
男
（
㈲
芥
子
運
送
店
）︑

▽
奈
良
裕
二
（
堀
部
運
送
㈱
）︑

▽
西
仲
洋
治（
㈱
ハ
ヤ
シ
運
輸
）︑

▽
山
田
充
（
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
運

送
㈱
）︑
▽
中
垣
浩
二
（
関
西
名

鉄
運
輸
㈱
）︑
▽
伊

洋
次
（
福

山
通
運
㈱
）
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国
交
大
臣
賞
・
全
ト
協
会
長
特
別
賞

大
お お は ら

原　晃
あきら

 さん
㈱日立物流西日本西淀川第一営業所

（大阪府代表）

４トン部門
優勝

昨
年
の
悔
し
さ
バ
ネ
に
晴
れ
て
日
本
一

基
本
の
徹
底
・
仲
間
と
の
切
磋
琢
磨
で
悲
願
達
成

内閣総理大臣賞
受賞記念インタビュー

　

大
型
車
︑
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
︑
フ
ル

ト
レ
ー
ラ
︑
ス
ー
パ
ー
フ
ル
ト
レ
ー

ラ
で
コ
ン
テ
ナ
を
輸
送
し
て
い
ま
す
︒

　

運
転
を
し
て
い
る
と
︑
誰
し
も
集

中
力
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

そ
こ
を
自
分
で
見
極
め
︑﹁
休
む
時

は
休
む
︑集
中
す
る
時
は
集
中
す
る
﹂

と
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
日
々
の
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

大
会
本
番
は
呼
吸
法
な
ど
で
リ
ラ

ッ
ク
ス
に
努
め
た
こ
と
で
︑
緊
張
せ

ず
に
臨
む
こ
と
が
で
き
︑
１
日
目
は

納
得
の
い
く
出
来
で
し
た
が
︑
２
日

目
の
課
題
走
行
の
後
退
ス
ラ
ロ
ー
ム

の
速
度
と
︑
車
庫
入
れ
時
の
切
り
返

し
が
気
に
な
り
︑
入
賞
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
︒

　

表
彰
式
に
て
１
位
で
名
前
を
呼
ば
れ

た
瞬
間
は
︑ま
る
で
夢
の
中
に
い
る
よ
う

な
気
持
ち
で
し
た
が
︑
１
位
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
次
回
以
降
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
す
る
権
利
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
︒

　

今
回
の
大
会
で
得
ら
れ
た
も
の
は
︑

周
囲
の
協
力
へ
の
感
謝
に
尽
き
ま
す
︒

埼
玉
県
は
交
通
事
故
の
多
い
県
と
い
う

こ
と
も
あ
り
︑﹁
無
事
故
・
無
違
反
は

あ
た
り
ま
え
﹂
と
い
う
強
い
安
全
意
識

と
と
も
に
︑
私
の
受
賞
で
き
な
か
っ
た

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
で
き
る
よ
う

な
後
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
を
指
導
・
育
成
し

て
い
き
た
い
で
す
︒

　

引
越
・
港
湾
荷
役
・
重
量
物
と
い

っ
た
幅
広
い
荷
物
を
︑
２
㌧
車
か
ら

ト
レ
ー
ラ
ま
で
様
々
な
車
種
で
︑
全

国
各
地
に
輸
送
し
て
い
ま
す
︒

　

父
親
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
っ

た
影
響
で
︑
小
さ
い
頃
か
ら
車
や
ト

ラ
ッ
ク
が
大
好
き
で
し
た
︒
高
校
生

の
時
に
︑
第
31
回
大
会
優
勝
者
の
村

田
敏
さ
ん
（
青
森
県
代
表
）
が
テ
レ

ビ
に
出
て
い
る
の
を
見
て
そ
の
姿
に
憧

れ
︑現
在
の
会
社
に
入
社
し
ま
し
た
︒

　

そ
し
て
９
年
前
︑
村
田
さ
ん
に
声

を
か
け
て
も
ら
い
︑
村
田
さ
ん
と
同

じ
11
㌧
部
門
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

・
コ
ン
テ
ス
ト
に
初
参
加
し
ま
し
た
︒

初
挑
戦
以
降
︑
県
大
会
で
ず
っ
と
悔

し
い
思
い
を
し
続
け
て
︑
今
年
初
め

て
優
勝
し
︑
全
国
大
会
に
念
願
の
初
出

場
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

私
に
は
慌
て
や
す
い
と
い
う
癖
が
あ

る
の
で
す
が
︑
出
走
順
が
最
後
の
ほ
う

だ
っ
た
た
め
︑
待
機
の
間
に
緊
張
が
ピ

ー
ク
を
越
え
た
お
か
げ
で
︑
自
分
の
出

番
で
は
非
常
に
落
ち
着
い
た
状
態
で
臨

む
こ
と
が
で
き
︑
県
大
会
初
挑
戦
か
ら

９
年
目
で
つ
い
に
全
国
大
会
で
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

今
︑
若
者
の
中
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り

た
い
と
い
う
人
が
少
な
い
の
で
︑
若
い
人

に
﹁
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
み
た
い
﹂
と
思

わ
せ
る
︑
よ
い
手
本
に
な
る
よ
う
な
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

︱
︱
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
﹁
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
う
れ
し
い

！
﹂
の
一
言
に
尽
き
ま
す
︒

幸
い
に
も
大
会
中
は
緊
張
し

て
足
が
震
え
る
と
い
う
こ
と

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
︑
表

彰
式
で
受
賞
が
発
表
さ
れ
た

瞬
間
は
足
が
震
え
ま
し
た
︒

大
会
３
日
間
の
う
ち
︑
表
彰

式
が
一
番
緊
張
し
ま
し
た
︒

　

真
っ
先
に
こ
の
喜
び
を
伝

え
た
い
の
は
家
族
で
す
︒
小

学
校
１
年
生
と
４
歳
の
︑
２

人
の
子
ど
も
が
い
る
の
で
す

が
︑
子
ど
も
た
ち
に
は
﹁
１

位
に
な
っ
て
旅
行
に
連
れ
て

行
っ
て
ほ
し
い
﹂
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
︒
子
ど
も
た
ち

の
夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
（
笑
）︒

︱
︱
普
段
の
業
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

４
㌧
車
に
よ
る
大
手
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
生
鮮
食

品
配
送
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

特
に
気
を
付
け
て
い
る
の
は
︑

前
車
と
の
車
間
距
離
と
︑
交

差
点
内
で
の
運
転
で
す
︒

　

ま
た
︑
カ
ゴ
台
車
で
の
輸

送
を
行
う
た
め
︑
傾
斜
の
あ

る
と
こ
ろ
で
荷
崩
れ
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
ラ
ッ
プ
を
巻

く
な
ど
︑
荷
物
特
性
を
考
慮

し
︑
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
大
会
中
、
入
賞
や
優
勝

を
確
信
し
た
瞬
間
は
あ
り
ま

し
た
か
。

　

大
会
に
は
︑
一
緒
に
挑
戦

し
た
仲
間
が
入
賞
・
優
勝
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
臨

ん
で
い
ま
し
た
︒

　

優
勝
の
確
信
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
︑
学
科
試
験
終
了

後
に
仲
間
と
答
え
合
わ
せ
を

し
た
際
や
︑２
日
目
を
終
え
︑

後
退
の
課
題
走
行
に
つ
い
て

仲
間
と
話
し
て
い
る
際
に
︑

﹁
も
し
か
し
た
ら
１
位
か
２

位
に
入
賞
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
﹂
と
い
う
期
待
が
生
ま

れ
ま
し
た
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
通
し

て
得
た
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

　
﹁
同
じ
グ
ル
ー
プ
会
社
の

出
場
者
15
人
全
員
で
一
致
団

結
で
き
た
こ
と
﹂
で
す
︒
と

も
に
勉
強
を
重
ね
て
い
く
中

で
︑
い
い
と
こ
ろ
︑
ま
だ
足

り
な
い
と
こ
ろ
な
ど
を
話
し

合
い
︑
切
磋
琢
磨
で
き
た
こ

と
が
︑
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
︒
一
方
︑
私
は
負
け
ず

嫌
い
な
性
格
で
も
あ
る
た
め
︑

﹁
仲
間
に
は
負
け
た
く
な

い
﹂
と
い
う
ラ
イ
バ
ル
心
が

意
識
向
上
に
繋
が
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
︒

　

昨
年
も
全
国
大
会
に
出
場

し
た
の
で
す
が
︑
結
果
は
３

位
と
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
︒
こ
の
１
年
間
︑
反
省
点

を
克
服
す
べ
く
︑
気
持
ち
を

切
ら
さ
ぬ
よ
う
に
毎
日
コ
ツ

コ
ツ
と
勉
強
し
て
き
た
︑
そ

の
努
力
が
報
わ
れ
ま
し
た
︒

仲
間
や
指
導
し
て
く
れ
た
方

々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
は
模
範
と
な
る
よ
う
な

行
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
考
え

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
︑
自
分
が
後
輩
に
指

導
を
す
る
機
会
が
あ
る
と
し

た
ら
︑
基
本
的
な
運
転
姿
勢

や
︑﹁
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
﹂

を
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
︒﹁
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
﹂
と
い
う
基

本
の
徹
底
が
︑
大
会
に
臨
む

上
で
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ま
す
︒

　

そ
し
て
後
輩
た
ち
に
は
︑

﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・

コ
ン
テ
ス
ト
は
︑
努
力
し
た

分
︑
全
部
自
分
に
返
っ
て
く

る
か
ら
︑
絶
対
に
挑
戦
し
た

ほ
う
が
い
い
﹂
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
︒

　

仕
事
に
よ
っ
て
︑
３
・
４
・
10
㌧

車
や
ハ
イ
エ
ー
ス
と
い
っ
た
︑
い
ろ
い

ろ
な
大
き
さ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
務
し

て
い
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
大
型
車
に

乗
務
す
る
場
合
は
右
左
折
時
の
巻
き

込
み
に
注
意
す
る
な
ど
︑
車
両
特
性

を
考
慮
し
た
運
転
を
心
が
け
て
い
ま

す
︒

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
に

憧
れ
て
い
ま
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
が
好
き
で
︑
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
な
の
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

と
い
う
仕
事
の
す
べ
て
が
魅
力
的
で

あ
り
︑
私
の
天
職
で
す
︒

　

全
国
大
会
で
は
︑
２
日
間
と
も
︑

実
科
競
技
に
不
安
が
あ
り
︑﹁
入
賞

は
な
い
︑
ま
し
て
や
優
勝
な
ん
て
絶

対
に
な
い
﹂
と
思
っ
て
い
ま
し
た
︒
優

勝
と
い
う
結
果
に
な
り
︑
信
じ
ら
れ
な

い
と
い
う
の
が
今
の
率
直
な
気
持
ち
で

す
︒

　

大
会
へ
の
挑
戦
に
あ
た
っ
て
は
︑
毎
朝

４
時
に
起
き
て
︑
高
校
２
年
生
と
小
学

校
６
年
生
の
２
人
の
子
ど
も
の
お
弁
当

を
作
り
︑
洗
濯
を
し
︑
仕
事
に
行
っ
て
︑

帰
宅
後
家
事
を
終
え
て
か
ら
勉
強
す
る

と
い
う
生
活
だ
っ
た
た
め
︑
勉
強
す
る

時
間
が
な
か
な
か
と
れ
ず
︑
家
庭
と
の

両
立
が
い
ち
ば
ん
大
変
で
し
た
︒

　

今
後
は
︑
学
ん
だ
こ
と
を
存
分
に
活

か
し
︑
安
全
運
転
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
︒

11
㌧
部
門
優
勝

ト
レ
ー
ラ
部
門
優
勝

女
性
部
門
優
勝

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合

得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら

れ
る
﹁
国
土
交
通
大
臣
賞
﹂

は
︑
11
㌧
部
門
・
東
京
都

代
表
の
𠮷
田
栄
次
さ
ん
（
多

摩
運
送
㈱
八
王
子
営
業
所
）

が
︑
シ
ニ
ア
選
手
（
50
歳
以

上
）
の
う
ち
︑
全
部
門
を

通
じ
て
総
合
得
点
第
１
位
の

選
手
に
贈
ら
れ
る
﹁
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別
賞
﹂

は
︑
４
㌧
部
門
・
神
奈
川

県
代
表
の
加
藤
研
さ
ん
（
㈱

日
立
物
流
首
都
圏
輸
送
営

業
所
湘
南
出
張
所
）
が
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
︒

加藤 研（かとう・けん）さん

吉田 栄次（よしだ・えいじ）さん

第51回「全国トラックドライバー・コンテスト」特集

各賞受賞者
内閣総理大臣賞 大原　晃 4トン部門

警察庁長官賞

大原　晃 4トン部門

大居　和久 11 トン部門

世田　憲一 トレーラ部門

渡邊　圭子 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位
同点の場合の順位の決定方法
 （ア）過去 5年間の免許歴を有し、かつ過去 5年間無事故、無違反の者
 （イ）運転技能の得点の高い者
 （ウ）全てが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が先

の者）

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 ㈱日立物流西日本西淀川第一営業所

11トン部門 日本通運㈱青森支店青森中央事業所

トレーラ部門 日本通運㈱埼玉支店新座コンテナ事業所

女性部門 ㈱日立物流首都圏千葉北営業所

全日本トラック協会長特別賞
加藤　研 ㈱日立物流首都圏輸送営業所湘南出張所

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
吉田　栄次 多摩運送㈱八王子営業所

各部門入賞者一覧
部門 順位 氏名 都道府県 所属事業所 総合

得点

４
ト
ン

1 大原　　晃 大阪府 ㈱日立物流西日本西淀川第一営業所 994 
2 原田慎太郎 香川県 ㈱日立物流西日本四国AE営業所 994 
3 丸小　雅史 広島県 ㈱日立物流西日本広島機工営業所 991 
4 亀田　篤史 京都府 ㈱日立物流西日本大山崎AE営業所 987 
5 加藤　　研 神奈川県 ㈱日立物流首都圏輸送営業所湘南出張所 984 

11
ト
ン

1 大居　和久 青森県 日本通運㈱青森支店青森中央事業所 989 
2 大坪　裕明 静岡県 日本通運㈱焼津支店 988 
3 柴田　浩孝 京都府 日本通運㈱京都支店南京都物流センター 987 
4 梅田　裕明 山口県 ㈱日立物流西日本中国第一営業部笠戸営業所 985 
5 千田吉之介 北海道 北海道センコー㈱北広島車輌センター 985 

ト
レ
ー
ラ

1 世田　憲一 埼玉県 日本通運㈱埼玉支店新座コンテナ事業所 986 
2 竹田　雅也 北海道 日本通運㈱札幌支店ロジスティクス部酒類・飲料事業所キリンビール営業課 978 
3 足助　　敏 千葉県 日本通運㈱千葉支店千葉コンテナ事業所 975 
4 細川　牧男 岩手県 日通岩手運輸㈱ 971 
5 小林　真也 京都府 ㈱バンテックセントラル京都営業所 970 

女
性

1 渡邊　圭子 千葉県 ㈱日立物流首都圏千葉北営業所 971
2 江口　応恵 福岡県 F-LINE㈱福岡第一物流センター 961
3 鈴木　愛美 神奈川県 ㈱バンテックセントラル横浜営業所 956
4 中村　　文 三重県 三重執鬼㈱本社営業所 950
5 宮城　若子 沖縄県 ㈱沖食商事 924

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
26
日
と
27
日
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所

（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
）
で
、﹁
第
51
回
全
国
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
。
28
日

に
は
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
総
合

得
点
９
９
４
点
で
第
１
位
と
な
っ
た
４
㌧
部
門
・
大

阪
府
代
表
の
大
原
晃
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流
西
日
本

西
淀
川
第
一
営
業
所
）
が
﹁
内
閣
総
理
大
臣
賞
﹂

を
受
賞
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
大
原
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
各
部
門

優
勝
者
へ
の
﹁
受
賞
直
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹂
を
お
届

け
す
る
（
５
面
に
関
連
）。

◆　各部門優勝者の声　◆

世
せ た

田　憲
けんいち

一さん
日本通運㈱埼玉支店
新座コンテナ事業所
（埼玉県代表）

大
おおい

居　和
かずひさ

久さん
日本通運㈱青森支店
青森中央事業所
（青森県代表）

憧
れ
の
先
輩
目
指
し

つ
い
に
全
国
大
会
優
勝

渡
わたなべ

邊　圭
けいこ

子さん
㈱日立物流首都圏
千葉北営業所
（千葉県代表）

運
転
の
コ
ツ
は
メ
リ
ハ
リ

今
後
の
夢
は
「
日
本
一
育
成
」

家
庭
と
「
天
職
」
両
立
し

つ
か
ん
だ
ト
ラ
ガ
ー
ル
日
本
一
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デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
を
載

せ
た
大
型
ト
ラ

ッ
ク（
10
㌧
積
）

の
燃
費
は
︑
１
㍑
当
た
り
４
㌔
㍍
前
後
と
い

う
の
が
平
均
的
な
数
値
だ
と
思
い
ま
す
︒
も

し
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
が
進
み
︑

１
㍑
当
た
り
８
㌔
㍍
走
行
で
き
る
大
型
ト
ラ

ッ
ク
が
発
売
さ
れ
た
と
し
た
ら
︑
す
べ
て
の
ユ

ー
ザ
ー
が
そ
の
車
両
を
購
入
す
る
は
ず
で
す
︒

車
両
価
格
が
従
来
品
よ
り
数
割
高
く
な
っ
た

と
し
て
も
︑
燃
料
費
は
半
分
に
な
る
わ
け
で

す
か
ら
︑
費
用
対
効
果
を
考
え
れ
ば
︑
迷
う

理
由
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
︒

　

そ
れ
で
は
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
の

持
ち
が
２
倍
に
な
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

踏
ん
だ
場
合
の
４
～
５
倍
近
く
（
踏
み
方
に
よ
っ

て
は
10
倍
）
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
た
め
︑
ど
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ
ヤ

を
使
っ
て
も
︑
そ
の
山
間
部
を
走
行
す
る
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
は
︑
わ
ず
か
２
万
㌔
㍍
程

度
し
か
持
ち
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
そ
の
大
型
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
ユ
ー
ザ
ー
の
年
間
走
行
距
離
は
４

万
㌔
㍍
ほ
ど
に
な
る
の
で
︑
半
年
に
一
度
は
す
べ

て
の
タ
イ
ヤ
を
交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
あ
る
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
が
︑
山
間

部
で
４
万
㌔
㍍
の
走
行
に
耐
え
ら
れ
る
﹁
超
耐

摩
耗
タ
イ
ヤ
﹂
を
開
発
し
ま
し
た
︒
タ
イ
ヤ
の

価
格
は
︑
他
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
商
品
と
比
べ

て
２
割
増
程
度
︒
そ
の
価
格
差
で
タ
イ
ヤ
の
持

ち
が
１
年
間
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
︑
買
わ

う
︒
ゴ
ム
の
配
合
技
術
が
進
み
︑
走
行
可
能
距

離
が
２
倍
に
延
び
る
﹁
超
耐
摩
耗
タ
イ
ヤ
﹂
が

登
場
す
る
の
で
す
︒

　

残
念
な
が
ら
︑
タ
イ
ヤ
の
場
合
は
燃
費
と
異

な
り
︑
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
︑
使
い
方
に
よ

っ
て
は
︑
逆
に
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
︒

　

今
か
ら
十
数
年
前
の
話
に
な
り
ま
す
が
︑
山

間
部
ば
か
り
を
走
行
す
る
大
型
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
ユ
ー
ザ
ー
の
間
で
︑
あ
る
悩
み
が
生
じ
て
い
ま

し
た
︒

　

山
間
部
の
走
行
は
︑
平
坦
な
道
路
を
走
行
す

る
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
︑
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム
摩
耗
量
が

ケ
タ
違
い
に
大
き
い
で
す
︒
特
に
下
り
坂
走
行

時
︑
フ
ル
積
載
で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
場
合
の

ゴ
ム
摩
耗
量
は
︑
平
坦
な
道
路
で
ブ
レ
ー
キ
を

な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
結
果
︑
そ
の
山
間
部

地
域
で
は
絶
大
な
支
持
を
得
ら
れ
た
の
で
す
が
︑

そ
の
後
︑
超
耐
摩
耗
タ
イ
ヤ
の
情
報
が
全
国
に

広
ま
り
︑
装
着
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
た
こ
と
で
︑

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
を
悩
ま
せ
る
事
態
を
招
い
て

し
ま
っ
た
の
で
す
︒

　

超
耐
摩
耗
タ
イ
ヤ
は
︑
平
坦
な
舗
装
道
路
の

み
の
走
行
で
使
用
す
る
と
︑
さ
ら
に
驚
異
的
な

性
能
を
発
揮
し
ま
し
た
︒
５
万
㌔
㍍
走
行
し
て

も
︑
タ
イ
ヤ
の
溝
が
半
分
以
上
残
り
︑
な
か
な

か
摩
耗
し
ま
せ
ん
で
し
た
︒
し
か
し
な
が

ら
︑ゴ
ム
の
鮮
度
は
確
実
に
低
下
し
ま
す
︒

新
品
時
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
た
タ
イ
ヤ

が
︑
高
速
道
路
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を

発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
︑
そ
の
超
耐

摩
耗
タ
イ
ヤ
を
製
造
・
販
売
し
た
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
緊
急
対
策
を
取

り
︑
そ
の
超
耐
摩
耗
タ
イ
ヤ
の
持
ち
を
半

分
程
度
に
す
る
仕
様
変
更
を
行
い
ま
し

た
︒

　

こ
の
事
例
か
ら
も
︑
タ
イ
ヤ
を
安
全
に

使
用
で
き
る
期
間
は
や
は
り﹁
４
年
﹂で
︑

﹁
タ
イ
ヤ
は
鮮
度
が
命
﹂
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
︒

第
102
回 

「
タ
イ
ヤ
の
持
ち
が
２
倍
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
」

　

10
月
26
日
㈯
と

27
日
㈰
の
２
日
間

に
わ
た
り
︑
選
手

た
ち
は
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー

安
全
運
転
中
央
研

　

今
大
会
で
は
︑﹁
何
と
し

て
も
全
国
大
会
に
挑
戦
し
た

い
﹂
と
い
う
強
い
志
を
も
っ

た
全
国
１
４
０
０
人
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
︑

そ
の
結
果
︑
各
地
か
ら
選
ば

れ
た
１
５
０
人
の
方
々
に
︑

全
国
大
会
で
日
頃
か
ら
の
技

能
を
競
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
︒
我
が
国
の
経
済
活
動
を

支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の

ご
活
躍
に
対
し
て
︑
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
︒

　

皆
さ
ん
に
は
︑
全
国
大
会

に
出
場
さ
れ
た
時
の
気
持
ち

を
︑
ぜ
ひ
と
も
今
後
も
大
切

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
︒﹁
我
こ
そ
が
プ
ロ
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ

修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
）
に
集
ま
り
︑
学
科
競
技

（
法
規
︑
構
造
機
能
︑
運
転

常
識
）
と
実
科
競
技
（
運
転

技
能
・
点
検
）
に
挑
ん
だ
︒

　

26
日
㈯
に
は
︑
競
技
開
始

　

今
大
会
で
は
︑
学
科
競
技

・
実
科
競
技
の
会
場
と
な
っ

ー
だ
﹂
と
い
う
強
い
信
念
を

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ
き
︑
全
国
大
会

に
出
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
高

度
な
運
転
技
能
と
専
門
的
な

た
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
安
全
運
転
中
央
研
修
所
に

伺
い
︑
出
場
さ
れ
た
選
手
の

皆
さ
ん
の
﹁
プ
ロ
の
腕
前
﹂

を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
今
回
皆
様
が
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
︑
日
頃
か
ら
の
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
研
鑚

知
識
を
社
内
の
他
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
広
め
て
い
た
だ
き
︑

安
全
レ
ベ
ル
の
さ
ら
な
る
底

上
げ
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
︒

の
賜
物
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
︒

　
﹁
安
全
・
安
心
な
輸
送
﹂

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と

し
て
実
現
し
て
い
く
べ
き
永

遠
の
課
題
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
︒﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
へ
の
参
加
を
通

じ
て
安
全
へ
の
意
識
を
高
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
地
位
向
上

に
繋
が
っ
て
い
く
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
︒
今
回
全
国
大

会
に
出
場
さ
れ
た
選
手
の
皆

様
に
は
︑
今
後
も
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
︑

引
き
続
き
安
全
運
転
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒

に
先
立
っ
て
開
会
式
が
行
わ

れ
︑
入
谷
誠
全
ト
協
役
員
待

遇
審
議
役
が
開
会
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
後
︑
選
手
宣
誓
を

実
施
︒
選
手
代
表
と
し
て
壇

上
に
立
っ
た
福
島
奈
瑠
海
さ

ん
（
女
性
部
門
・
熊
本
県
代

表
）
が
︑
各
都
道
府
県
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
代
表

と
し
て
正
々
堂
々
と
競
い
合

う
こ
と
を
誓
っ
た（
写
真
①
）︒ 　

26
日
（
第
１
日
目
）
は
晴

天
に
恵
ま
れ
︑
汗
ば
む
よ
う

な
陽
気
の
中
で
競
技
が
進
ん

だ
︒
こ
の
日
に
は
︑
日
常
点

検
と
簡
易
コ
ー
ス
走
行
︑
課

題
走
行
（
隘
路
︑
前
進
ス
ラ

ロ
ー
ム
）
の
運
転
技
術
を
競

う
実
科
競
技
（
同
②
③
）
と

学
科
競
技
（
法
規
・
構
造
機

能
・
運
転
常
識
）（
同
④
）

が
行
わ
れ
た
︒

　

一
方
︑27
日
（
第
２
日
目
）

は
午
前
中
に
雨
が
降
り
︑
昼

過
ぎ
に
は
雨
は
止
ん
だ
も
の

の
曇
天
の
中
で
競
技
が
進
行
︒

こ
の
日
は
︑
コ
ー
ス
走
行
と

課
題
走
行
（
後
退
ス
ラ
ロ
ー

ム
︑Ｓ
字
後
退
︑車
庫
入
れ
）

　

28
日（
第
３
日
目
）に
は
︑

東
京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル

東
京
で
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

の
実
科
競
技
（
運
転
技
能
）

（
同
⑥
）
が
実
施
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
26
日
に
は
︑
一
見

勝
之
国
土
交
通
省
自
動
車
局

長
が
会
場
を
訪
れ
︑
競
技
を

観
戦
し
た
（
同
⑤
）︒

た
︒

　

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ（
別

掲
）
に
続
き
︑
競
技
概
要
が

説
明
さ
れ
︑
今
回
の
平
均
点

が
９
１
０
点
（
学
科
競
技
３

６
２
点
︑
実
科
競
技
５
３
７

点
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
︒
な
お
︑
平
均
点
は

い
ず
れ
も
前
回
を
上
回
っ
て

お
り
︑
今
回
が
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
︒

　

そ
の
後
︑
各
部
門
優
勝
者

を
は
じ
め
と
し
た
入
賞
者
の

発
表
が
行
わ
れ
︑
名
前
を
呼

ば
れ
た
入
賞
者
は
壇
上
に
上

が
り
︑
自
信
に
あ
ふ
れ
る
笑

顔
で
表
彰
を
受
け
た
︒
な
お
︑

入
賞
者
一
覧
は
４
面
に
掲
載

の
通
り
︒

　

入
賞
者
発
表
の
最
後
に

は
︑
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総

理
大
臣
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
︑
総
合
得
点
第
１
位
（
９

９
４
点
）
を
獲
得
し
た
４
㌧

部
門
・
大
阪
府
代
表
の
大
原

晃
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流
西
日

本
西
淀
川
第
一
営
業
所
）
が

受
賞
︒
受
賞
が
決
ま
っ
た
瞬

間
︑
大
原
さ
ん
は
右
腕
を
高

々
と
挙
げ
︑
歓
喜
の
表
情
を

見
せ
た
︒

　

入
賞
者
発
表
終
了
後
に

は
︑
一
見
国
交
省
自
動
車
局

長
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
（
別

掲
）︑
引
き
続
き
警
察
庁
の

髙
田
陽
介
長
官
官
房
審
議
官

が
﹁
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け

て
死
亡
事
故
が
増
え
て
く
る

た
め
︑
警
察
庁
と
し
て
は
交

通
安
全
に
関
す
る
指
導
・
取

り
締
ま
り
を
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
︒
全
国
大
会
に
出
場

し
た
選
手
の
皆
様
に
お
か
れ

て
は
︑
高
度
な
技
能
を
活
か

し
て
い
た
だ
き
︑
今
後
も
安

全
運
転
の
模
範
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
祝
辞

を
述
べ
た
︒

学
科
競
技
・
実
科
競
技

２
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
展
開

プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
代
表
と
し
て
正
々
堂
々
競
う

表
彰
式

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
で
あ
っ
た
今
大
会

入
賞
者
が
自
信
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
登
壇

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

「
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て

社
内
全
体
に
安
全
意
識
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い

「
安
全
・
安
心
な
輸
送
」
は
業
界
の
永
遠
の
課
題

ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
し
て
今
後
の
活
躍
を
期
待

髙田　陽介
警察庁長官官房審議官

一見　勝之
国交省自動車局長

坂本克己会長

①

②

③

④⑥

⑤

全
国
か
ら
集
結
し
た
１
５
０
人
の
精
鋭
ド
ラ
イ
バ
ー
が

高
度
な
運
転
技
能
と
専
門
的
な
知
識
を
競
い
合
う

大会ダイジェスト

第51回「全国トラックドライバー・コンテスト」特集

　

昭
和
44
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
51
回

目
を
迎
え
た
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂（
主
催
＝
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
）。
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
お
い
て
代
表
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
同
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
は
、
長
年

に
わ
た
っ
て
数
多
く
の
優
秀
な
ド
ラ
イ

バ
ー
を
輩
出
。歴
代
の
優
勝
者
た
ち
は
、

日
本
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

模
範
と
し
て
、
安
全
意
識
の
高
揚
と

交
通
事
故
防
止
に
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
き
た
。

　

今
大
会
に
は
、
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
き
た

１
５
０
人
（
う
ち
女
性
27
人
）
の
精
鋭

ド
ラ
イ
バ
ー
が
参
加
し
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
日
本
一の
座
を
競
い
合
っ
た
（
４
面
に

関
連
）。

一
見
局
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）
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富
良
野
通
運
株
式
会
社

（
永
吉
大
介
代
表
取
締
役
社

長
）は
︑
北
海
道
の
富
良
野

市
に
本
社
を
構
え
︑
札
幌
支

店
︑上
富
良
野
営
業
所
︑
び

ら
と
り
営
業
所
を
展
開
︒
う

ち
本
社
︑
札
幌
支
店
︑
上
富

良
野
営
業
所
で
﹁
安
全
性
優

良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
）﹂
を

取
得
し
て
い
る
︒

　

同
社
は
︑
農
産
物
輸
送
を

中
心
に
地
域
密
着
の
物
流
企

業
と
し
て
︑
Ｊ
Ｒ
貨
物
コ
ン

テ
ナ
輸
送
お
よ
び
一
般
貨
物

輸
送
を
手
掛
け
て
い
る
︒

　

輸
送
品
目
は
︑
主
に
青
果

物
︑木
材（
製
材
）︑家
畜
︑家

畜
飼
料
︑
肥
料
全
般
で
︑
ほ

と
ん
ど
が
富
良
野
地
域
の
経

済
︑農
業
に
関
係
す
る
﹁
地

域
に
根
差
し
た
﹂
貨
物
︒

　

輸
送
範
囲
に
つ
い
て
は
︑

近
距
離
中
心
だ
が
︑
富
良
野

地
域
で
産
出
さ
れ
る
タ
マ
ネ

ギ
を
︑
Ｊ
Ｒ
貨
物
コ
ン
テ
ナ

で
全
国
へ
輸
送
す
る
な
ど
輸

送
網
を
確
立
し
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑﹁
食
品
加
工
業
務

（
ム
キ
タ
マ
ネ
ギ
の
加
工
）﹂︑

﹁
燃
料
配
送
（
軽
油
・
灯
油

・
重
油
）﹂︑﹁
学
校
給
食
配

送
業
務
（
富
良
野
市
内
の
小

・
中
学
校
へ
）﹂
な
ど
の
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
の
受
託

や
保
管
倉
庫
の
設
置
な
ど

で
︑
顧
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
即
応
で
き
る
企
業
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
︒

　
﹁
弊
社
は
︑
経
営
理
念
で

あ
る
︑﹃
お
客
様
﹄と﹃
社
員
﹄

そ
し
て
﹃
社
会
﹄
を
大
切
に

し
︑
地
元
を
含
め
社
会
か
ら

求
め
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
目
指
し
︑
全
社

　

同
社
の
安
全
対
策
の
柱

は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め

全
社
員
を
対
象
と
し
た
安
全

会
議
な
ど
の
教
育
訓
練
で
あ

る
︒
そ
の
中
で
も
中
心
と
な

る
取
り
組
み
は
︑
外
部
講
師

を
招
い
て
全
社
員
参
加
で
行

わ
れ
る
﹁
安
全
教
育
﹂
で
あ

る
︒
東
京
か
ら
交
通
安
全
対

策
の
専
門
家
で
あ
る
岩
崎
仁

志
氏
を
招
い
て
︑
富
良
野
本

社
と
上
富
良
野
営
業
所
合

同
︑
そ
し
て
札
幌
支
店
と
び

ら
と
り
営
業
所
の
３
会
場
に

分
け
て
必
ず
全
社
員
が
受
講

す
る
︒

　

講
習
内
容
は
安
全
対
策
全

般
だ
が
︑同
社
で
は
特
に
﹁
か

も
し
れ
な
い
運
転
﹂
を
基
本

と
し
て
﹁
危
険
予
知
﹂
に
強

く
指
導
ポ
イ
ン
ト
を
置
い
て

員
一
丸
と
な
り
︑﹃
今
日
よ
り

明
日
︑
今
年
よ
り
来
年
へ
﹄

と
良
い
会
社
づ
く
り
に
限
り

な
い
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
︒

そ
の
た
め
に
も
︑
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
基
本
で
あ
り
︑
交
通
事
故

・
労
働
災
害
防
止
対
策
は
最

重
要
の
取
組
課
題
で
す
︒
こ

の
た
め
地
域
密
着
の
物
流
企

業
と
し
て
会
社
の
創
業
以

来
︑
弊
社
が
第
１
当
事
者
と

な
る
重
大
事
故
は
あ
り
ま
せ

ん
︒
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
︑

安
全
運
行
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
︑
や
る
べ
き

こ
と
を
淡
々
と
遂
行
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
︑
特

別
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
い

う
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
た

だ
︑
安
全
確
保
の
た
め
の
日

々
の
積
み
重
ね
は
き
っ
ち
り

や
っ
て
き
た
︑
と
い
う
自
負

は
あ
り
ま
す
﹂（
永
吉
社
長
）

い
る
た
め
︑
危
険
予
知
訓
練

（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）
が
大
半
を
占
め

る
︒
現
在
は
︑
よ
り
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
た
め
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）に
公
開
し
て
い
る
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
映
像
を

活
用
し
た
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
を
利
用
し
て

い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
全
ト
協

が
実
施
す
る
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー

等
安
全
教
育
訓
練
促
進
助
成

制
度
﹂
を
活
用
し
て
︑
外
部

施
設
へ
ド
ラ
イ
バ
ー
お
よ
び

管
理
者
を
派
遣
し
︑
実
践
的

な
安
全
運
転
教
育
も
受
け
さ

せ
て
お
り
︑
毎
年
︑
各
営
業

所
か
ら
１
人
を
派
遣
し
全
員

の
受
講
を
予
定
し
て
い
る
︒

受
講
し
た
社
員
は
︑
受
講
し

て
得
た
知
識
や
経
験
を
︑
講

習
会
な
ど
の
機
会
に
発
表
し

て
︑
知
識
・
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
い
る
︒

　
﹁
こ
の
安
全
教
育
活
動
は

10
年
以
上
続
い
て
い
る
も
の

で
︑
６
月
︑
11
月
︑
３
月
の

年
３
回
実
施
し
て
い
ま
す
︒

弊
社
で
は
︑
こ
の
活
動
が
事

故
防
止
に
非
常
に
効
果
的
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
︒
事
故
に

　

同
社
で
は
︑
前
述
の
よ
う

な
種
々
の
安
全
対
策
の
ほ
か

に
︑
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
安
全
対
策
に
も
取
り
組

み
始
め
て
い
る
︒
そ
れ
は
︑

タ
マ
ネ
ギ
輸
送
で
の
パ
レ
ッ
ト

化
の
推
進
で
あ
る
︒

　

タ
マ
ネ
ギ
収
穫
の
ピ
ー
ク

時
に
は
︑
同
社
取
り
扱
い
分

だ
け
で
も
１
日
当
た
り
Ｊ
Ｒ

貨
物
コ
ン
テ
ナ
（
５
㌧
）
で

60
個
に
な
る
︒
各
農
家
で
収

穫
さ
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
は
﹁
鉄

コ
ン
﹂
と
呼
ば
れ
る
鉄
製
コ

ン
テ
ナ
に
入
れ
ら
れ
る
︒
鉄

コ
ン
に
入
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
は
ユ

ニ
ッ
ク
か
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で

ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
さ
れ
︑
Ｊ

Ａ
の
選
果
場
ま
で
輸
送
さ
れ

る
︒
タ
マ
ネ
ギ
は
選
果
場
で

仕
分
け
さ
れ
︑
段
ボ
ー
ル
ま

た
は
ネ
ッ
ト
へ
詰
め
ら
れ
︑

全
国
へ
向
け
て
出
荷
さ
れ
て

い
く
︒

　

同
社
で
は
︑
選
果
場
か
ら

出
荷
さ
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
を
Ｊ

Ｒ
貨
物
コ
ン
テ
ナ
に
積
み
替

え
る
作
業
も
行
う
が
︑
５
㌧

コ
ン
テ
ナ
に
は
段
ボ
ー
ル
詰

め
の
タ
マ
ネ
ギ
が
２
５
０
箱

積
載
さ
れ
る
︒

　

従
来
は
︑
選
果
場
で
荷
役

用
の
パ
レ
ッ
ト
に
積
ま
れ
た

段
ボ
ー
ル
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
で
ト
ラ
ッ
ク
横
の
作
業
台

に
移
動
さ
せ
て
︑
作
業
台
か

ら
コ
ン
テ
ナ
内
へ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
助
手
の
２
～
３
人
で
手

た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
や
事

故
事
例
を
教
材
に
訓
練
す
る

こ
と
は
︑
危
険
を
事
前
に
察

知
で
き
る
感
覚
を
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
身
に
つ
け
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
﹂（
同
）

た
業
務
と
し
て
の
班
活
動
と

は
別
に
︑
班
や
世
代
の
壁
を

越
え
て
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が

そ
の
日
あ
っ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
︑
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ

ク
や
整
備
点
検
手
法
な
ど
情

報
交
換
し
あ
っ
た
り
す
る
の

だ
︒

荷
役
に
よ
り
積
み
込
ん
で
い

た
︒
こ
れ
を
︑
荷
役
用
の
パ

レ
ッ
ト
で
は
な
く
︑
最
初
か

ら
輸
送
用
の
パ
レ
ッ
ト
に
段

ボ
ー
ル
箱
を
積
み
つ
け
る
こ

と
で
︑
手
荷
役
な
し
で
直
接

コ
ン
テ
ナ
へ
輸
送
用
パ
レ
ッ
ト

ご
と
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
積

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

　
﹁
パ
レ
ッ
ト
化
に
よ
り
１
時

間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
が

０
・
77
か
ら
１
・
47
へ
と
大

き
く
向
上
し
ま
し
た
︒
生
産

性
の
向
上
に
加
え
て
ド
ラ
イ

バ
ー
の
肉
体
疲
労
・
緊
張
感

の
緩
和
な
ど
が
図
ら
れ
︑
仕

事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
も
狙
え
ま
す
︒
弊
社

で
は
︑
現
在
こ
の
作
業
に
従

事
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業

負
担
を
減
ら
す
目
的
で
パ
レ

ッ
ト
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
︑
生
産
性
向
上
を
達

成
し
た
だ
け
で
な
く
︑
女
性

や
高
齢
者
で
も
こ
の
仕
事
に

従
事
で
き
る
環
境
に
近
づ
い

た
と
も
い
え
ま
す
︒
こ
れ
ま

で
の
よ
う
な
手
荷
役
が
続
い

た
ら
︑
安
全
上
も
問
題
で
あ

り
︑
労
働
環
境
の
改
善
は
事

故
防
止
に
も
繋
が
る
重
要
な

課
題
と
な
り
ま
す
︒
弊
社
の

タ
マ
ネ
ギ
に
限
っ
て
い
え
ば
︑

北
海
道
発
の
出
荷
で
昨
年
９

月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
実

績
で
40
・
１
％
が
パ
レ
ッ
ト

化
さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
後
︑

　
﹁
自
然
発
生
的
で
自
主
的

な
意
見
交
換
会
は
︑
社
風
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
︒
仕

事
が
終
わ
っ
た
ら
早
め
に
帰

宅
し
て
ゆ
っ
く
り
体
を
休
め

て
も
ら
い
た
い
の
で
す
が
︑

所
長
が
﹃
早
く
帰
れ
﹄
と
い

う
ま
で
帰
ら
な
い
ほ
ど
︑
皆

熱
く
意
見
や
情
報
を
交
換
し

て
い
る
よ
う
で
す
︒
若
手
と

ベ
テ
ラ
ン
が
そ
の
日
に
何
が

あ
っ
た
か
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
り
︑
和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

な
お
︑
同
社
で
は
最
近
若

年
層
の
新
入
社
員
が
相
次
ぎ

入
社
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
46
人
中
︑

30
歳
以
下
が
約
３
割
を
占

め
︑
平
均
年
齢
は
比
較
的
低

い
︒

　
﹁
こ
の
８
月
に
も
︑
22
歳
と

26
歳
の
ド
ラ
イ
バ
ー
２
人
が

入
社
し
ま
し
た
︒
初
任
者
講

習
・
診
断
な
ど
は
当
然
き
ち

ん
と
実
施
し
て
い
ま
す
が
︑

こ
う
し
た
先
輩
か
ら
後
輩
へ

の
指
導
は
︑
若
い
ド
ラ
イ
バ

ー
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
と
と
も
に
︑
知
識
・
情

報
の
伝
達
が
安
全
意
識
の
高

揚
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す
︒
入
社
や
転

属
で
人
や
担
当
が
変
わ
っ
た

り
し
ま
す
が
︑
そ
の
中
で
も

教
育
と
い
う
も
の
は
継
続
的

に
丁
寧
に
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道

に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
﹂（
蛯
原
隆
二

管
理
部
管
理
課
安
全
係
）

パ
レ
ッ
ト
化
が
進
み
︑
さ
ら

に
作
業
・
待
機
時
間
が
短
縮

さ
れ
れ
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
﹂（
同
）

　

パ
レ
ッ
ト
化
の
推
進
に
永

吉
社
長
は
﹁
関
係
者
へ
の
周

知
活
動
や
行
政
側
の
助
成
の

在
り
方
︑
ま
た
商
品
区
分
・

企
画
の
見
直
し
︑
発
側
と
着

側
の
調
整
な
ど
︑
パ
レ
ッ
ト

化
推
進
へ
の
流
れ
・
動
き
を

切
ら
す
こ
と
な
く
︑
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
﹂
と

語
っ
て
い
る
︒

﹁
創
業
以
来
無
事
故
﹂
を

今
後
も
継
続

　

同
社
で
は
デ
ジ
タ
ル
タ
コ

グ
ラ
フ
︑
ド
ラ
レ
コ
を
全
車

両
に
装
着
し
て
い
る
ほ
か
︑

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
車
両
動
態
管

理
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い

る
︒
デ
ジ
タ
コ
か
ら
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
や
ド
ラ
レ
コ
の
映

像
も
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
に
活
用

す
る
ほ
か
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

報
奨
制
度
に
も
反
映
し
て
い

る
︒
ま
た
︑
独
自
に
富
良
野

・
札
幌
の﹁
交
通
ヒ
ヤ
リ
マ

ッ
プ
﹂
を
制
作
し
︑
全
ド
ラ

イ
バ
ー
に
配
布
し
て
注
意
喚

起
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
弊
社
で
は
コ
ツ
コ
ツ
と
様

々
な
事
故
防
止
対
策
を
実
施

し
て
お
り
︑
考
え
ら
れ
る
対

策
に
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ん

で
い
る
感
も
あ
り
ま
す
が
︑

事
故
防
止
対
策
に
決
定
打
も

終
わ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
︒
弊

社
で
は
︑
第
１
当
事
者
と
し

て
の
重
大
事
故
は
あ
り
ま
せ

ん
が
︑
残
念
な
が
ら
追
突
さ

れ
る
な
ど
の
被
害
事
故
は
ま

だ
な
く
な
り
ま
せ
ん
︒﹃
プ
ロ

だ
か
ら
こ
そ
﹄
今
後
と
も
第

１
当
事
者
の
事
故
は
も
ち
ろ

ん
︑
こ
ち
ら
の
過
失
ゼ
ロ
の

事
故
で
も
﹃
事
故
は
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
﹄
と
い
う
精
神

の
も
と
︑
基
本
を
忘
れ
ず
指

導
教
育
を
徹
底
・
継
続
し
て

い
き
ま
す
﹂（
同
）

年
３
回
の
全
社
員
対
象
﹁
安
全
教
育
﹂

外
部
機
関
の
実
践
的
安
全
運
転
講
習
へ
派
遣
も

タ
マ
ネ
ギ
輸
送
で
効
率
化
を
推
進

コ
ン
テ
ナ
へ﹁
手
積
み
﹂か
ら﹁
フ
ォ
ー
ク
積
み
﹂へ

ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が
自
主
的
に﹁
意
見
交
換
会
﹂

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化

遭
わ
な
い
た
め
に
は
︑
道
路

状
況
に
潜
む
様
々
な
危
険
を

ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
が
予
測
し

な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
︒
Ｋ
Ｙ
Ｔ
シ
ー
ト
だ

け
で
な
く
︑
動
画
に
残
さ
れ

　

同
社
の
重
要
な
安
全
対
策

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
︑
さ
ら

に
ユ
ニ
ー
ク
な
の
が
︑
業
務

終
了
後
の
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士

の
自
主
的
な﹁
意
見
交
換
会
﹂

だ
︒
同
社
で
は
︑
営
業
所
や

業
務
ご
と
に
１
班
当
た
り
班

長
を
含
め
５
～
６
人
で
班
を

編
成
し
て
い
る
が
︑
こ
う
し

企業プロフィール
■ 社　　　名	 富良野通運㈱
■ 本社所在地	 北海道富良野市朝日町13-6
■ 代　表　者	 代表取締役会長　藤田　均  
	 代表取締役社長　永吉　大介 
■ 創　　　業	 昭和17年8月1日
■ 資　本　金	 2,000万円
■ 社　員　数	 117人（うちドライバー46人）
	 ※季節雇用・パートを含む
■ 車　両　数	 58台（うちトレーラ５台）

永吉　大介
代表取締役社長

蛯原　隆二　氏

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒
今
回
は
︑
地
道
な
安
全
対

策
の
積
み
重
ね
と
自
主
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
の
意

見
・
情
報
交
換
会
な
ど
が
有
効
に
機
能
し
︑
創
業
以

来
﹁
重
大
事
故
ゼ
ロ
﹂
を
継
続
し
て
い
る
︑
北
海
道

富
良
野
市
の
富
良
野
通
運
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

同社で活躍するユニック付き大型トラック

年
３
回
実
施
さ
れ
る
全
社
員
が
受
講

対
象
の
安
全
教
育

業
務
終
了
後
に
自
発
的
に
行
わ
れ
る

意
見
交
換
会

永
吉
社
長
は
、
パ
レ
ッ
ト
化
推
進
の
取

り
組
み
を
日
本
物
流
学
会
で
発
表
し
た

富
良
野
通
運
株
式
会
社
（
北
海
道
富
良
野
市
）

第
21
回

北
海
道
・
富
良
野
で
地
域
密
着

Ｊ
Ｒ
コ
ン
テ
ナ
で
全
国
へ
輸
送
網
構
築

「危険予知運転」を徹底し交通事故ゼロ目指す
パレット化推進で生産性向上とドライバーの負担軽減
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「今年もあと2か月…」「アッという間でした…」

食
　
文
　
化

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜警音器編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（道交法第54条第2項）法令の規定に
より警音器を鳴らさなければならないこと
とされている場合を除き、警音器を鳴らし
てはならない。ただし、危険を防止するた
めやむを得ないときは、この限りでない。
❷ ×（標識令・規制標識328）「警笛鳴ら
せ」の標識のあるところでは警音器を使用
しなければならず、必要に応じて使用すれ
ばよいというものではない。
❸ ×（教則第6章第5節緊急時の措置7）対
向車と正面衝突のおそれが生じたときは、
警音器とブレーキを同時に使い、できる
限り左側によける。衝突の寸前まであきら
めないで、少しでもブレーキとハンドルで

かわすようにする。もし道路外が危険な場
所でないときは、道路外に出ることをため
らってはいけない。
❹ ○（教則第6章第4節悪天候など3-2）霧
のときは、危険を防止するために、必要に
応じて警音器を使用する。
❺ ○（道交法第54条第1項第２号）山地
部の道路その他曲折が多い道路について
道路標識等により指定された区間におけ
る左右の見とおしのきかない交差点、見と
おしのきかない道路のまがりかど又は見
とおしのきかない上り坂の頂上を通行しよ
うとするときは、警音器を鳴らさなければ
ならない。

163「
郷
土
の
味
⑧
」 

し
し
ゃ
も
の
に
ぎ
り
寿
司

　

し
し
ゃ
も
は
人
気
食
品
だ

が
︑
漁
の
様
子
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
︒
産
地
は
︑

む
か
わ
町
︒
昨
秋
の
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
の
被
災
地
だ

が
︑
復
興
が
進
ん
で
い
て
︑

し
し
ゃ
も
漁
に
は
影
響
は
な

い
よ
う
だ
︒

　

し
し
ゃ
も
は
秋
に
な
る
と

産
卵
の
た
め
に
︑
町
内
を
流

れ
る
一
級
河
川
・
鵡む

か

わ川
に
遡

上
し
て
く
る
の
で
あ
る
︒

　

こ
の
魚
は
サ
ケ
目
キ
ュ
ウ

リ
ウ
オ
科
シ
シ
ャ
モ
属
で
︑

北
海
道
の
太
平
洋
岸
だ
け
に

棲
む
日
本
固
有
種
︒
ア
イ
ヌ

が
神
の
魚
と
し
て
あ
が
め
︑

命
の
糧
に
し
て
き
た
魚
で
︑

漢
字
で
は
﹁
柳
葉
魚
﹂
と
書

く
︒
だ
が
︑
漁
獲
量
が
少
な

い
た
め
に
︑
別
の
属
の
カ
ペ

リ
ン
︑
通
称
カ
ラ
フ
ト
シ
シ

　

漁
が
最
盛
期
の
10
～
11
月

の
む
か
わ
は
︑
し
し
ゃ
も
の

す
だ
れ
干
し
で
埋
め
つ
く
さ

れ
る
︒
獲
れ
た
て
を
塩
水
に

浸
け
て
か
ら
︑
ヨ
シ
の
茎
で

頬
刺
し
に
し
︑
き
っ
ち
り
整

然
と
並
べ
て
吊
る
す
の
だ
︒

店
頭
一
面
の
す
だ
れ
干
し
で

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
の
は
﹁
カ
ネ
ダ
イ
大

野
商
店
﹂︒

﹁
お
ぼ
ろ
づ
き
﹂
の
シ
ャ
リ

で
に
ぎ
っ
た
寿
司
で
︑
パ
ー

ル
ピ
ン
ク
の
身
か
ら
山わ

さ

び葵
の

色
が
透
け
て
見
え
る
の
が
爽

や
か
︒
醤
油
で
は
な
く
山
椒

塩
を
つ
け
て
食
べ
る
と
︑
白

身
の
し
し
ゃ
も
か
ら
上
品
な

甘
さ
が
湧
き
あ
が
っ
て
き
て
︑

む
っ
ち
り
し
た
米
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
る
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

ャ
モ
と
い
う
輸
入
魚
が
︑
大

手
を
ふ
っ
て
流
通
し
て
い
る

の
が
現
実
で
あ
る
︒

　

む
か
わ
産
の
本
物
の
し
し

ゃ
も
は
︑
背
側
が
灰か

い
こ
う
し
ょ
く

黄
色
︑

腹
は
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
プ
ラ

チ
ナ
色
で
︑
ふ
っ
く
ら
し
た

体
に
ぱ
っ
ち
り
し
た
黒
目
を

も
つ
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
︒
代

用
品
は
こ
れ
よ
り
小
形
で
︑

魚
体
が
細
く
︑
色
も
青
い
︒

　

こ
こ
で
買
っ
た
し
し
ゃ
も

は
︑
店
の
奥
の
飲
食
コ
ー
ナ

ー
で
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
焼

い
て
食
べ
ら
れ
る
︒
メ
ス
な

ら
卵
の
ぷ
ち
ぷ
ち
感
が
楽
し

い
し
︑
オ
ス
な
ら
卵
に
栄
養

が
と
ら
れ
な
い
ぶ
ん
︑
濃
厚

な
う
ま
味
を
堪
能
で
き
る
︒

　

さ
ら
に
︑
む
か
わ
で
だ
け

食
べ
ら
れ
る
の
は
︑
生
の
し

し
ゃ
も
の
寿
司
︒
地
産
の
米

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①歩道を走行する自転車は、前方に歩行者がいたり、
障害物がある場合は、後方の安全確認をせず急
に車道に飛び出してくることがあります。前方の歩
道を自転車が通行している時は、その動静に注目
し、道路への急な飛出しを予測しておきましょう。
また、急な飛出しにも対応できるようあらかじめ
スピードを落として、慎重に接近しましょう。
②コンビニの駐車場に右の合図を出している車が
あり、「トラックが一時停止して先に行かせてくれ
るだろう」と考え、強引に右折して車道に出ようと
する可能性もあります。そのため、このまま左折し
ていくと、車道に出てきた車と衝突する危険があ
ります。また、運転席からは見えませんが、右の合
図を出している車の背後に自転車が隠れていて、
この自転車が飛び出してくる危険もありますから、
駐車場の状況をよく確認する必要があります。

③前方の歩道には、歩行者が見えます。この歩行者
がコンビニに入っていくとは限らず、そのまま歩道
を通行してくる可能性もあります。道路交通法で
は、歩道を横切って駐車場などの道路外施設に出
入りするときは、たとえ歩行者がいない場合でも
歩道の手前で一時停止することを義務づけてい
ます。したがって、歩道を横切る前に必ず一時停止
しなければなりません。そして、この場面のように
車道に出ようとしている車がある時は道を譲るよ

①歩行者を避けようとして、車道に出てきた自転車
と衝突する危険があります（図１）。

②コンビニの駐車場から車道に出てきた車や自転
車と衝突する危険があります（図２）。

③歩行者と衝突する危険があります（図３）。

　あなたは配送のため、前方のコンビニ
の駐車場に左折して入ろうとしています。
駐車場には右の合図を出して発進しよう
としている車がいます。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避
けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

うにしましょう。また、駐車場に自転車などが
いないかどうかを確認するとともに歩行者
の動向にも注意し、歩道を通行してくる場合
には、歩行者の通過を待ってから駐車場に
入るようにしましょう。

　

茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
小
林
幹
愛
会
長
）
は
平
成

29
年
６
月
︑
水
戸
市
見
川
町

に
総
合
会
館
（
防
災
・
研
修

セ
ン
タ
ー
）
を
竣
工
し
た
︒

同
会
館
は
︑
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
活
か
し
災
害
対
応

機
能
を
強
化
し
た
の
が
最
大

の
特
徴
︒
会
館
は
事
務
棟
と

教
習
棟
で
構
成
さ
れ
︑
災
害

時
に
は
緊
急
物
資
輸
送
の
拠

点
と
し
て
機
能
で
き
る
よ
う

建
物
の
耐
震
強
度
を
通
常
の

１
・
25
倍
に
し
て
備
え
た
︒

ま
た
︑
普
段
研
修
室
と
し
て

使
用
す
る
事
務
棟
の
２
階
を

地
域
住
民
の
避
難
所
に
︑
教

習
棟
は
普
段
は
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
教
習
設
備
と
し
て
使
用

し
︑
緊
急
時
は
緊
急
物
資
輸

送
の
荷
捌
き
場
と
し
て
使
用

す
る
︒
さ
ら
に
敷
地
内
の
教

習
場
の
隣
に
は
︑
県
の
備
蓄

倉
庫
﹁
県
央
総
合
防
災
セ
ン

タ
ー
﹂が
設
置
さ
れ
て
お
り
︑

災
害
時
は
県
と
連
携
・
協
力

す
る
と
い
う
︑
ま
さ
に
官
民

一
体
と
な
っ
た
防
災
拠
点
と

な
っ
て
い
る
︒

　

茨
城
県
ト
協
に
よ
る
と
︑

同
防
災
セ
ン
タ
ー
は
13
日
早

朝
か
ら
稼
働
し
︑
７
時
に
は

県
ト
協
会
員
事
業
者
が
県
の

備
蓄
飲
料
水
を
避
難
所
へ
と

緊
急
輸
送
し
︑
そ
れ
以
降
災

害
対
応
が
続
い
て
い
る
︒
県

の
防
災
セ
ン
タ
ー
は
︑
２
段

ラ
ッ
ク
や
輸
送
用
パ
レ
ッ
ト

な
ど
も
備
え
付
け
ら
れ
て
お

り
︑
全
国
各
地
か
ら
届
け
ら

れ
た
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
物
資

を
受
け
入
れ
る
体
制
は
整
っ

て
い
た
︒

　

東
日
本
大
震
災
時
の
岩
手

方
式
と
同
じ
ク
ロ
ス
ド
ッ
キ

ン
グ
方
式
の
輸
送
体
制
が
と

ら
れ
︑
17
日
・
18
日
に
も
地

元
の
製
造
業
事
業
者
か
ら
の

土
の
う
袋
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

の
納
品
搬
入
や
︑
全
国
各
地

か
ら
輸
送
さ
れ
て
く
る
飲
料

水
︑
食
料
品
︑
毛
布
︑
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
生
活
関

連
物
資
が
倉
庫
内
に
次
々
に

運
び
込
ま
れ
て
い
た
︒
倉
庫

に
は
茨
城
県
の
防
災
担
当
職

員
と
と
も
に
︑
茨
城
県
ト
協

の
職
員
が
常
駐
し
て
お
り
︑

届
い
た
物
資
は
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
を
使
用
し
て
倉
庫
内
に

搬
入
︒

　

ま
た
︑
県
や
市
町
村
な
ど

か
ら
届
く
避
難
所
等
へ
の
物

資
オ
ー
ダ
ー
を
県
が
管
理

し
︑
県
ト
協
が
オ
ー
ダ
ー
ご

と
に
県
会
員
事
業
者
へ
輸
送

依
頼
を
行
い
︑
時
に
は
１
車

に
単
一
の
物
資
︑
ま
た
︑
多

種
の
物
資
を
積
み
合
わ
せ
る

な
ど
︑
効
率
よ
く
緊
急
輸
送

を
行
っ
て
い
た
︒

中
央
近
代
化
基
金　
　
　

　
　
　
「
激
甚
災
害
融
資
」

融
資
推
薦
申
込
を
公
募

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
10
月
25
日
か
ら
中
央
近

代
化
基
金﹁
激
甚
災
害
融
資
﹂

の
申
込
受
付
を
開
始
し
て
い

る
︒

　
﹁
令
和
元
年
８
月
13
日
か

ら
９
月
24
日
ま
で
の
間
の
暴

風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害

（
８
月
か
ら
９
月
の
前
線
に

伴
う
大
雨
（
台
風
15
号
等
を

含
む
））﹂
お
よ
び
﹁
令
和
元

年
10
月
11
日
か
ら
同
月
14
日

ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪

雨
に
よ
る
災
害
（
台
風
19

号
）﹂
が
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
︑
被
害

を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
経
営
安
定
確
保
に
資

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
は
10
月
17
日
・
18
日
の
両
日
︑
茨

城
県
に
お
い
て
物
資
拠
点
と
な
っ
た
︑
水
戸
市
の
茨
城
県

央
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を
取
材
し
た
︒
そ
の
模
様
を
写
真

と
と
も
に
レ
ポ
ー
ト
す
る
︒

緊
急
輸
送
で
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
役
割
果
た
す

全
ト
協
・
プ
ッ
シ
ュ
型
輸
送
、
県
ト
協
は
被
災
地
内
を
担
当

す
る
よ
う
︑
同
災
害
を
全
ト

協﹁
近
代
化
基
金
運
営
要
領
﹂

に
規
定
す
る
激
甚
災
害
と
認

定
し
︑
左
記
要
領
で
標
記
融

資
推
薦
の
公
募
を
実
施
す
る
︒

　

申
込
に
必
要
な
書
類
や
融

資
条
件
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
激
甚
災
害
融
資
公

募
要
綱
・
様
式
集
を
参
照
の

こ
と
︒

1面に関連

プッシュ型輸送により九州の工場からロングライフパン（菓子パン）6,000食を積んできた大型トラック

ドライバーらとともに県職員、県ト協職員が協力
して緊急物資をトラックに積載

倉庫内に備蓄された飲料水や乾パンなど

自治体からのオーダーを受けてブルーシート等を
積載し避難所へ向かうトラック

ひたちなか市役所の那珂湊支所へ毛布やブルー
シートを輸送

水戸市災害ボランティアセンターへブルーシート
や土砂をかき出すためのスコップを輸送

「激甚災害融資」公募要綱（抜粋）
※公募推薦総枠　5億円
※公募期間　令和元年10月25日㈮から令和2年1月31日㈮まで
※推薦対象者
激甚災害に指定された「令和元年 8月 13 日から 9月 24 日まで
の間の暴風雨及び豪雨」または「令和元年 10月 11 日から同月
14日のまでの間の暴風雨及び豪雨」により、下記⑴または⑵の
いずれかに該当する貨物自動車運送業者、その共同体およびその
持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者
に限る）であって、各都道府県トラック協会に加入し、商工組合
中央金庫との取引資格がある者
⑴�上記の災害により、事務所もしくは主要な事業用資産につい
て、全壊・半壊・その他これらに準ずる被害を受けた者

⑵�上記の災害により、運送収入または輸送トン数について、「被
災後 2か月の実績」または「今後２か月の見込み」が前年同
期と比べ 20％以上の減少が見込まれる者

※対象資金
激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再
建又は正常な操業維持に必要な物流施設等に対する設備資金及び
運転資金

※融資限度	 ５千万円	 （個別企業体・共同体とも）
※利子補給率	 年 0.3％	 （個別企業体・共同体とも）
※都道府県トラック協会から全ト協宛て推薦期限（全ト協必着日）
　【第1回】令和元年11月8日㈮	 【第2回】令和元年12月6日㈮
　【第3回】令和2年1月10日㈮	 【第4回】令和2年2月7日㈮
※推薦適否決定通知予定日
　【第1回】令和元年11月22日㈮	 【第2回】令和元年12月20日㈮
　【第3回】令和2年1月24日㈮	 【第4回】令和2年2月21日㈮

茨
城
県
で
の
緊
急
輸
送
を
写
真
で
レ
ポ
ー
ト
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▼
亡
父
が
働

き
盛
り
の
頃

は
︑
冠
婚
葬

祭
な
ど
親
戚

の
集
ま
り
が

年
中
行
事
の
よ
う
に
あ
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
︒
ア
ル
バ
ム
を
紐
解
く
と
︑
懐

か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
記
憶
が
甦
り
︑
写

真
の
中
で
微
笑
む
人
達
と
の
想
い
出
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
り
ま
す
︒
▼

包
容
力
に
溢
れ
︑
人
情
家
で
涙
も
ろ
い

本
家
の
お
じ
さ
ん
を
中
心
に
︑
何
事
に

も
計
算
高
い
材
木
屋
の
お
じ
さ
ん
︑
プ

ロ
野
球
巨
人
全
盛
期
に
後
楽
園
球
場
に

勤
め
︑
た
ま
に
入
場
券
を
く
れ
た
お
じ

さ
ん
︑
人
生
の
大
半
を
釣
り
に
没
頭
し

趣
味
に
生
き
た
お
じ
さ
ん
︑
無
農
薬
野

菜
の
栽
培
に
尽
力
し
店
舗
を
持
っ
た
お

じ
さ
ん
︑
山
を
切
り
開
き
砂
利
を
販
売

し
財
を
成
し
た
お
じ
さ
ん
︑
警
察
官
と

し
て
実
直
に
職
務
を
遂
行
し
地
域
住
民

か
ら
慕
わ
れ
た
お
じ
さ
ん
︒
み
ん
な
若

く
︑
そ
し
て
元
気
で
し
た
︒
▼
私
自
身

が
歳
を
重
ね
る
た
び
︑
ア
ル
バ
ム
に
写

る
お
じ
さ
ん
達
の
中
か
ら
１
人
欠
け
︑

ま
た
１
人
欠
け
と
続
い
て
み
ん
な
鬼
籍

に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
︒
か
く
言
う
私

の
父
は
会
社
員
一
筋
で
︑
下
戸
な
が
ら

親
戚
が
集
ま
る
宴
会
で
は
い
つ
も
そ
の

輪
の
中
心
に
い
て
︑
面
白
お
か
し
く
場

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
︒
▼
先
頃
︑

本
家
の
お
じ
さ
ん
の
23
回
忌
法
要
が
営

ま
れ
る
と
い
う
案
内
が
あ
り
︑
ぜ
ひ
と

も
参
列
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
今

は
亡
き
お
じ
さ
ん
達
が
集
ま
る
た
び
に

話
題
に
し
て
い
た
の
が
︑
異
口
同
音
に

﹁
あ
の
世
で
再
会
し
た
い
ね
﹂
と
い
う

こ
と
で
し
た
︒
当
時
︑学
生
の
私
は
︑﹁
何

と
心
熱
き
優
し
い
大
人
達
な
の
か
﹂
と

感
動
し
た
も
の
で
す
︒
果
た
し
て
︑
お

じ
さ
ん
達
は
︑
あ
の
世
で
再
会
で
き
て

祝
杯
を
挙
げ
た
の
か
︑
そ
れ
は
知
る
由

も
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
死
後
49
日
間
現
世

を
彷
徨
う
と
さ
れ
る
魂
が
︑
今
は
亡
き

自
身
を
偲
ぶ
人
達
の
言
葉
を
耳
に
し
た

時
︑
荒
波
の
人
生
を
生
き
抜
い
た
証
を

初
め
て
知
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
︒

故
人
を
偲
ぶ
惜
別
の
言
葉
︑
賛
辞
の
言

葉
︑
時
と
し
て
怨
み
の
言
葉
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
︒
た
と
え
怨
み
の
言
葉

が
あ
っ
て
も
︑
現
世
で
縁
あ
っ
て
知
り

合
っ
た
得
難
い
間
柄
に
は
違
い
は
な

く
︑
そ
れ
は
永
遠
の
別
れ
に
対
す
る
応

援
歌
で
し
ょ
う
︒
▼
親
戚
の
お
じ
さ
ん

が
墓
石
販
売
を
営
ん
で
い
る
関
係
か

ら
︑
通
年
石
材
を
求
め
イ
ン
ド
へ
幾
度

と
な
く
訪
れ
︑
現
地
か
ら
石
質
が
最
も

硬
く
色
艶
・
色
目
が
良
い
ク
ン
ナ
ム
（
黒

御
影
石
）
を
直
接
購
入
し
て
い
ま
す
︒

ク
ン
ナ
ム
で
製
作
し
た
墓
石
の
出
来
栄

え
は
出
色
で
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で

す
︒
イ
ン
ド
産
の
ク
ン
ナ
ム
は
昨
今
︑

数
量
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
︑
１

基
百
万
円
超
も
す
る
よ
う
で
す
︒
▼
最

近
で
は
墓
石
の
出
費
を
考
慮
し
て
︑
ま

る
で
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
室
の
よ
う
に
位

牌
が
安
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
︒
葬
送
の
新
し
い
形
と
し
て
︑

故
人
が
好
き
だ
っ
た
海
や
山
へ
の
思
い

を
込
め
た
﹁
海
洋
散
骨
﹂
や
﹁
樹
木
葬

散
骨
﹂
が
僅
か
な
が
ら
増
え
て
き
ま
し

た
︒
死
し
て
な
お
現
世
と
繋
が
り
を
持

ち
続
け
る
見
え
ざ
る
﹁
魂
﹂
が
︑
残
さ

れ
た
家
族
を
い
つ
も
温
か
い
眼
差
し
で

遠
く
か
ら
見
つ
め
て
い
る
に
相
違
あ
り

ま
せ
ん
！ 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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　北海道の北見地区トラック協会（福原裕二会長）は9月1日、北見ファミリーラン
ドを1日無料開放し「2019トラックの日 in kitami」を開催。大型トラック展示会場
では、運転席に座る子どもたちの笑顔が数多くみられたほか、模擬店やスタンプラ
リーなども行われ、約4,000人が来場した。

　福島県トラック協会（右近八郎会長）は9月7日、「トラックの日フェスタ2019」
を郡山市のビッグパレットふくしまで開催した。和太鼓などのステージショーが盛
大に行われたほか、トラック展示ブースやトラック運送業界への就職相談ブースを
設けるなど、業界の魅力を広くPRした。

　茨城県トラック協会日立支部（名和裕支部長）は9月21日、日立シビックセンター
で開催された「2019市民生活安全フェスティバル」に出展。交通安全啓発品の配布
を行ったほか、大型トラックの死角体験には家族連れが行列をなすなど、市民に対
して交通安全啓発活動を行った。

　新潟県トラック協会（小林和男会長）は9月30日、トラックの日の一環として、県
の高齢者交通事故防止運動にあわせ、新潟県警に交通安全グッズ（写真右上）を寄
贈した。贈呈品は、夜光反射シール4万枚、反射キーホルダー1万6千個、反射タック
ルバンド1万本で、県警が県内各地で実施する交通事故防止活動にて配布される。

　愛知県トラック協会（寺岡洋一会長）は10月6日、中部トラック総合研修センター
で「第15回トラックフェスティバル」を開催。子どもたちにトラックを身近に感じ
てもらうためのドライバー体験ゲームや交通・環境体験ゲームなどの「キッズ職業
体験コーナー」は、大勢の親子連れで賑わった。

　奈良県トラック協会（塚本哲夫会長）は9月29日、近鉄奈良駅前行基広場でトラッ
クの日PR活動を行い、反射シール等の交通安全啓発品や、環境保全をPRする吉野杉
の箸などを封入した奈良県伝統工芸のバッグ1,500袋を配布。また「横断歩行者保護
宣言」を行い、県警から同宣言事業所証が交付された。

　鳥取県トラック協会（川上和人会長）は9月21日に伯耆町「トラックの森」で下草
刈りなどの森林保全作業を行ったほか、10月9日の「トラックの日」前後には、道路
清掃活動や、米子自動車道・大山パーキングエリアでチラシを配布しての交通安全
啓発活動などを実施した。

　香川県トラック協会（楠木寿嗣会長）は10月5日、国営讃岐まんのう公園で開催さ
れた「働く車フェスティバル2019」に出展。トラックの役割や交通安全について学
べる「輸送戦隊香川トラックレンジャー」によるステージイベントや工作教室、ト
ラックの車両展示等が好評を博した。

　大分県トラック協会（仲浩会長）は9月29日、「別府オータムカーニバル」に出展
し、イベント「おおいたトラックふれ愛デイ」を開催。トラックの車両展示や体験
試乗、魚のつかみ取り、ラジオ番組の公開収録を行ったほか、トラックドライバー
によるアームレスリング大会が来場客の耳目を集めた。

茨　城福　島北海道 北見地区

奈　良愛　知新　潟

大　分香　川鳥　取

トラック死角体験で交通安全呼びかけ多彩なステージ・ブースで業界 PR遊園地を 1 日無料開放、トラック展示盛況

啓発品配布で交通安全・環境等を PRキッズ職業体験コーナーでトラックを身近に高齢者交通事故防止に夜光反射材を寄贈

トラックドライバーのパワーに大歓声ヒーローショーでトラックの役割と安全学ぶ「トラックの森」で森林保全活動

〜 トラックは生活（くらし）と経済のライフライン 〜10月９日はトラックの日

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月
を
﹁
し

わ
寄
せ
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
﹂

と
し
︑
し
わ
寄
せ
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
は
６
月
︑
中
小
企
業
庁
・

公
正
取
引
委
員
会
と
と
も
に
︑﹁
大

企
業
・
親
事

業
者
の
働
き

方
改
革
に
伴

う
下
請
等
中

小
事
業
者
へ
の
﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防
止

の
た
め
の
総
合
対
策
﹂（
し
わ
寄
せ
防

止
総
合
対
策
）
を
策
定
︒
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
チ
ラ
シ
（
写
真
）
を
作

成
し
︑
大
企
業
・
親
事
業
者
等
に
対

し
︑
適
正
な
コ
ス
ト
負
担
を
伴
わ
な

い
短
納
期
発
注
や
急
な

仕
様
変
更
な
ど
を
行
わ

な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
︒

　

詳
細
に
つ
い
て
は
厚
労

省
﹁﹃
し
わ
寄
せ
﹄
防
止

特
設
サ
イ
ト
﹂
を
参
照
の

こ
と
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月
を
﹁
過

労
死
等
防
止
啓
発
月
間
﹂
と
定
め
︑

そ
の
一
環
と
し
て
﹁
過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂を
11
月
に
実
施
す
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
︑
長
時
間
労

働
の
削
減
等
の
過
重
労
働
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
︑

使
用
者
団
体
・
労
働
組
合
へ
の
協
力

要
請
︑
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
に

よ
る
周
知
・

啓
発
等
を
集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
︒

　

主
な
取
り
組
み
内
容
は
︑
労
使
の

主
体
的
な
取
り
組
み
の
促
進
︑
重
点

監
督
の
実
施
︑
過
重
労
働
解
消
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
︒

　

詳
細
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
サ
イ
ト
を
参

照
の
こ
と
︒

11月は「しわ寄せ防止
キャンペーン月間」です。

大企業等と下請等中小事業者は共存共栄！
適正なコスト負担を伴わない短納期発注や
急な仕様変更などはやめましょう！

大企業・親事業者による長時間労働の削減等の取組が、
下請等中小事業者に対する適正なコスト負担を伴わない短納期発注、
急な仕様変更などの「しわ寄せ」を生じさせている場合があります。

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

（しわ寄せ防止特設サイト）

「
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

過
労
死
等
防
止
啓
発
を
推
進

「
し
わ
寄
せ
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」

下
請
け
等
中
小
事
業
者
対
策
を
実
施

厚
労
省

11
月
に
２
つ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　各都道府県トラック協会では、「トラックは生活（くらし）と経済のライフライン」を全国統一標語として、8月から11月にかけて多彩なイベントを開催しています。
今号では、全国各地で行われた主なイベントについて紹介します。

全国各地で多彩なイベント開催


